
JP 6208809 B2 2017.10.4

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個別的または全体的に複数の負荷を駆動可能である二つ以上の分離式駆動システムを有
する、分離式直列／並列混合二動力駆動システムであって、
　発電機機能を有する第一発電電機ユニット（１０１）を駆動する主動回転動力源（１０
０）が設けられており、第一発電電機ユニット（１０１）により駆動可能である第二発電
電機ユニット（１０３）が設けられており、第一発電電機ユニット（１０１）または第二
発電電機ユニット（１０３）に駆動される第一負荷（１２０）、および、第一負荷（１２
０）と第一発電電機ユニット（１０１）との間に設けられているクラッチ（１１２）を有
する第一駆動システム（１００１）と、
　モータ機能を有する第二発電電機ユニット（１０３）が設けられ、当該第二発電電機ユ
ニット（１０３）により第二負荷（１２０）が駆動される第二駆動システム（１００２）
と、を備え、
　手動または制御システムの制御により、主動回転動力源（１００）が第一発電電機ユニ
ット（１０１）を発電機として駆動し、発電された電気エネルギが駆動制御ユニット（１
０４）の制御により第一駆動システム（１００１）の第二発電電機ユニット（１０３）お
よび第二駆動システム（１００２）の第二発電電機ユニット（１０３）のうち少なくとも
一方をモータとして駆動することで、第一負荷（１２０）および第二負荷（１２０）のう
ち少なくとも一方を駆動する操作機能、および、
　手動または制御システムの制御により、クラッチ（１１２）を制御し、主動回転動力源
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（１００）の回転動力により第一駆動システム（１００１）の第一負荷（１２０）を駆動
する操作機能のうち少なくとも一つの操作機能を有し、
　第一駆動システム（１００１）には、電力を出力する発電機または主動回転動力源（１
００）を始動する始動モータとして、第一発電電機ユニット（１０１）を機能させるブレ
ーキ（９０１）が設けられており、
　第一駆動システム（１００１）は、第一発電電機ユニット（１０１）と第二発電電機ユ
ニット（１０３）との間に設けられている遊星ギアセット（８０１）をさらに有し、
　第一駆動システム（１００１）において、主動回転動力源（１００）、第一発電電機ユ
ニット（１０１）、遊星ギアセット（８０１）、および第二発電電機ユニット（１０３）
はこの順で直列に接続されており、
　第一駆動システム（１００１）は、主動回転動力源（１００）と第一発電電機ユニット
（１０１）との間に、伝動ユニット（１２９）およびブレーキ（９０２）が設けられてお
り、第一発電電機ユニット（１０１）回転部はブレーキ（９０２）の回転側に連結し、ブ
レーキ（９０２）の静止側は機体または第一発電電機ユニット（１０１）の静部に固定し
、第一発電電機ユニット（１０１）と第二発電電機ユニット（１０３）との間に、前述の
遊星ギアセット（８０１）の外周歯車（８０４）は、クラッチ（１１２）の入力端および
ブレーキ（９０１）の回転側に連結し、ブレーキ（９０１）静止側は機体に固定し、クラ
ッチ（１１２）の他端は、変速ユニット（１０９）に接続されており、変速ユニット（１
０９）を介して負荷（１２０）を駆動し、
　第二駆動システム（１００２）は、第二発電電機ユニット（１０３）、第二発電電機ユ
ニット（１０３）に接続されている変速ユニット（１０９）、および変速ユニット（１０
９）に接続されている第二負荷（１２０）を有することを特徴とする分離式直列／並列混
合二動力駆動システム。
【請求項２】
　第一駆動システム（１００１）は、主動回転動力源（１００）と第一発電電機ユニット
（１０１）との間に、伝動ユニット（１２９）およびブレーキ（９０２）が設けられてお
り、第一発電電機ユニット（１０１）回転部はブレーキ（９０２）の回転側に連結し、ブ
レーキ（９０２）の静止側は機体または第一発電電機ユニット（１０１）の静部に固定し
、第一発電電機ユニット（１０１）と第二発電電機ユニット（１０３）との間に、前述の
遊星ギアセット（８０１）の外周歯車（８０４）は、クラッチ（１１２）の入力端および
ブレーキ（９０１）の回転側に連結し、ブレーキ（９０１）静止側は機体に固定し、クラ
ッチ（１１２）の他端は、変速ユニット（１０９）の入力端に連結し、変速ユニット（１
０９）の二つの差動出力端各対応の負荷（１２０）を駆動し、
　第二駆動システム（１００２）は、第二発電電機ユニット（１０３）、第二発電電機ユ
ニット（１０３）に接続されている変速ユニット（１０９）、および変速ユニット（１０
９）に接続されている二つの第二負荷（１２０）を有することを特徴とする請求項１に記
載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項３】
　第一駆動システム（１００１）は、主動回転動力源（１００）と第一発電電機ユニット
（１０１）との間に、伝動ユニット（１２９）およびブレーキ（９０２）が設けられてお
り、第一発電電機ユニット（１０１）回転部はブレーキ（９０２）の回転側に連結し、ブ
レーキ（９０２）の静止側は機体または第一発電電機ユニット（１０１）の静部に固定し
、第一発電電機ユニット（１０１）と第二発電電機ユニット（１０３）との間に、前述の
遊星ギアセット（８０１）の外周歯車（８０４）は、クラッチ（１１２）の入力端および
ブレーキ（９０１）の回転側に連結し、ブレーキ（９０１）静止側は機体に固定し、クラ
ッチ（１１２）の他端は、変速ユニット（１０９）の入力端に連結し、変速ユニット（１
０９）の二つの差動出力端各対応の負荷（１２０）を駆動し、
　第二駆動システム（１００２）は、変速ユニット（１０９）、当該変速ユニット（１０
９）に接続されている二つの第二発電電機ユニット（１０３）、二つの第二発電電機ユニ
ット（１０３）にそれぞれ接続されている二つの第二負荷（１２０）を有することを特徴
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とする請求項１に記載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項４】
　第一駆動システム（１００１）において、伝動ユニット（１２９）のかわりに変速ユニ
ット（１０９）が設けられていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載の
分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項５】
　前述の変速ユニット（１０９）は、固定速比の変速伝動装置、または自動、または半自
動、または手動の多段式または無段変速伝動装置、または差動歯車セット、または回転歯
車セット、流体トルクコンバーター、またはベルト式無段変速機（ＣＶＴ）より構成し、
ニュトラルギア、逆転の機能を取り付けてすることを特徴とする請求項１～４のいずれか
一項に記載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項６】
　前述の伝動ユニット（１２９）は、固定速比の変速伝動装置、または自動、または半自
動、または手動の多段式または無段変速伝動装置、または差動歯車セット、または回転歯
車セット、流体トルクコンバーター、またはベルト式無段変速機（ＣＶＴ）より構成し、
ニュトラルギア、逆転の機能を取り付けてすることを特徴とする請求項１～４のいずれか
一項に記載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項７】
　第一駆動システム（１００１）の主動回転動力源（１００）と第二駆動システム（１０
０２）との間に設けられ、主動回転動力源（１００）と第二駆動システム（１００２）と
の断続を行うクラッチ（１３２）をさらに備えることを特徴とする請求項１～４のいずれ
か一項に記載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項８】
　第一発電電機ユニット（１０１）、第二発電電機ユニット（１０３）、および、駆動制
御ユニット（１０４）に接続されている充放電装置（１０６）と、を備え、
　手動または制御システムの制御により、主動回転動力源（１００）により第一発電電機
ユニット（１０１）を発電機として駆動し、発電された電気エネルギが駆動制御ユニット
（１０４）の制御により第一駆動システム（１００１）の第二発電電機ユニット（１０３
）および第二駆動システム（１００２）の第二発電電機ユニット（１０３）のうち少なく
とも一方をモータとして駆動し、第一負荷（１２０）および第二負荷（１２０）のうち少
なくとも一方を駆動するとき、充放電装置（１０６）を充電するとき、および、充放電装
置（１０６）の電機エネルギを用いて第一駆動システム（１００１）の第二発電電機ユニ
ット（１０３）および第二駆動システム（１００２）の第二発電電機ユニット（１０３）
のうち少なくとも一方をモータとして駆動するとき、主動回転動力源（１００）は、燃費
消費を低くしながら、高いパワーを出力することが可能である省燃費稼動区域の稼動速度
範囲内の回転速度であり、最適化の正味燃料消費率を得ることが可能である操作機能、お
よび、
　手動または制御システムの制御により、クラッチ（１１２）を結合することで、主動回
転動力源（１００）の出力端により第一駆動システム（１００１）の第一負荷（１２０）
を駆動し、または、駆動制御ユニット（１０４）の制御により、充放電装置（１０６）の
電機エネルギを用いて、第一発電電機ユニット（１０１）、第一駆動システム（１００１
）の第二発電電機ユニット（１０３）、および第二駆動システム（１００２）の第二発電
電機ユニット（１０３）のうち少なくとも一方をモータとして駆動することで生じる回転
動力および主動回転動力源（１００）の回転動力により、第一駆動システム（１００１）
の第一負荷（１２０）および第二駆動システム（１００２）の第二負荷（１２０）のうち
少なくとも一方を駆動する操作機能のうち少なくとも一つの操作機能を有することを特徴
とする請求項１～４のいずれか一項に記載の分離式直列／並列混合二動力駆動システム。
【請求項９】
　第二駆動システム（１００２）は、第二発電電機ユニット（１０３）と第二負荷（１２
０）との間に設けられ、回転動力を伝送または中断する伝動装置より構成されるクラッチ
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（１２２）をさらに有することを特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載の分離式
直列／並列混合二動力駆動システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案の分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、陸上、会場、水面上、水面下、
または空域の運搬具、産業機具あるいはその他回転動力による駆動の負荷に提供される。
　本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムには、二つまたは二つ以上の分離式
駆動システムを設け、駆動する各負荷を個別に、または個別に駆動する負荷を共同の機体
に結合する。
【０００２】
　このシステムの分離式駆動システムには、第一駆動システムおよび第二駆動システムを
設け、第一駆動システムに主動動力源、および発電機の第一電機ユニット、および選択に
より設置する電動機機能としての第二電機ユニット、および回転動力の伝送状態を制御す
るクラッチセットを設ける。第二駆動システムには電動機機能の第二電機ユニットと第二
駆動システムの回転動力源を設ける。
【０００３】
　さらに、選択によりクラッチを設け、各独立駆動システム間の回転動力の伝送または中
断を制御する。
　前述の分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、人力または制御システムの制御に
より、主動回転動力源と第一電機ユニット間の伝動関係を連結状態にし、第一電機ユニッ
トと第二電機ユニット間の伝動関係は分離状態で、主動回転動力源より第一電機ユニット
を駆動、発電して電気エネルギーを出力し、第二電機ユニットを駆動し電動機機能として
稼動し、直列式混合動力システムとして稼動する。または主動回転動力源の回転動力はク
ラッチの制御により、回転動力を出力して第一駆動システムの負荷を駆動し、または第二
駆動システムの負荷あるいは両者を同時に駆動する。
　または主動回転動力源と前述の第一電機ユニットおよび第二電機ユニットおよび選択に
より設置する充放電装置を結合して、並列式混合動力システムとして稼動し、より多くの
稼動機能を提供する一種の創造的な二動力駆動システムである。
【背景技術】
【０００４】
　通常、水面上、または空域の運搬具は単一動力システムがほとんどであり、近年は省エ
ネおよび汚染防止のニーズにより、二動力駆動システムの研究開発が行われている。その
うち、内燃エンジン出力の回転動力と電力駆動モータ出力の回転動力の二動力混合動力シ
ステムに進展があり、公知の二動力混合動力システムには以下のものが含まれる。
　１.直列式混合動力システム
　エンジンより発電機を駆動し、発電機の電気エネルギーをもって、モータを駆動し、回
転動力を生成し、負荷を駆動する。このシステムの欠点は、負荷率によりシステム効率差
が余りにも大きい。さらに、モータおよび発電機ですべてのパワーを負担しているため、
必要な電機定格容量が大きく、所要空間が大きいほか、重量が増え、コストが高い。
【０００５】
　２.エネルギー貯蓄直列駆動システム
　正常負荷のとき、エンジンにより発電機を駆動し、発電機の電気エネルギーによりモー
タを駆動して、回転動力を出力し負荷を駆動する。軽い負荷のとき、発電機の電気エネル
ギーはモータを駆動するほか、その一部は充放電装置に入力され、電気エネルギーを保存
して、エンジン稼動中止のとき、充放電装置の電気エネルギーによりモータを駆動し、回
転動力を出力して、負荷を駆動し、汚染を軽減し、エネルギー効率を向上させる。一方、
重い負荷のとき、エンジンより駆動する発電機の電気エネルギーおよび充放電装置の電気
エネルギーを合わせてモータに伝送し、回転動力を出力して負荷を駆動する。
【０００６】
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　３.並列式混合動力システム
　正常負荷のとき、エンジンより出力する回転動力は負荷を直接駆動し、軽い負荷のとき
、エンジン駆動のモータは発電機に切り換えて稼動し、充放電装置を充電またはその他負
荷に電気供給するか、またはエンジン稼動中止のとき、充放電装置の電気エネルギーより
モータを駆動し回転動力を出力して、負荷を駆動し、エネルギー効率を向上させ、汚染を
軽減する。重い負荷のとき、エンジンより出力する回転動力、および充放電装置電気エネ
ルギーを合わせてモータを駆動し、その回転動力は負荷を共同に駆動する。このシステム
の欠点は充足量の充放電装置を設けなければならない点である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、二つまたは二つ以上の分離式駆
動ユニットを設け、それぞれ負荷を駆動するか、またはそれぞれ負荷を駆動して、共同機
体に結合する。選択により設置するクラッチを設け、各独立駆動ユニット間の回転動力の
伝送または中断を制御する。前述のシステム手動または制御システムの制御により、特定
の直列式混合動力システム機能として稼動し、または並列式混合動力システム機能として
稼動する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明による分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、個別的または全体的に複数
の負荷を駆動可能である二つ以上の分離式駆動システムを有する。
　第一駆動システム（１００１）は、発電機機能を有する第一発電電機ユニット（１０１
）を駆動する主動回転動力源（１００）が設けられている。
　第二駆動システム（１００２）は、モータ機能を有する第二発電電機ユニット（１０３
）が設けられ、当該第二発電電機ユニット（１０３）により第二負荷（１２０）が駆動さ
れる。
　クラッチ（１３２）は、第一駆動システム（１００１）の主動回転動力源（１００）と
第二駆動システム（１００２）との間に設けられ、主動回転動力源（１００）と第二駆動
システム（１００２）との断続を行う。
　分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、手動または制御システムの制御により、
主動回転動力源（１００）が第一発電電機ユニット（１０１）を発電機として駆動し、発
電された電気エネルギが駆動制御ユニット（１０４）の制御により第一駆動システム（１
００１）の第二発電電機ユニット（１０３）および第二駆動システム（１００２）の第二
発電電機ユニット（１０３）のうち少なくとも一方をモータとして駆動することで、第一
負荷（１２０）および第二負荷（１２０）のうち少なくとも一方を駆動する操作機能、お
よび、
　手動または制御システムの制御により、クラッチ（１１２）およびクラッチ（１３２）
のうち少なくとも一方を制御し、主動回転動力源（１００）の回転動力により第一駆動シ
ステム（１００１）の第一負荷（１２０）および第二駆動システム（１００２）の第二負
荷（１２０）のうち少なくとも一方を駆動する操作機能のうち少なくとも一つの操作機能
を有する。本発明では、第一発電電機ユニットおよび第二発電電機ユニットは、発電機ま
たはモータとして機能することができる回転電機である。
【０００９】
　第一発電電機ユニットの発電エネルギーは、第一駆動システムまたは第二駆動システム
に設ける第二発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し、負荷を駆動するか、
またはその他電気エネルギー使用の負荷に電気供給する。
　第一駆動システムに設ける第二発電電機ユニットは第一駆動システムに対応する負荷を
共同に駆動し、システムにより、設置または設置しないことを選択できる。第二駆動シス
テムは第二発電電機ユニットを動力源とし、直接または選択により設置する変速ユニット
は、対応する負荷を駆動し、第二駆動システムを構成する。第二駆動システムと主動回転



(6) JP 6208809 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

動力源の間は、伝動ユニット、クラッチなどの伝動装置を選択により設置し、両者を制御
し、回転動力を連結伝送し、または連結せず切り離して稼動する。または第二駆動システ
ムの第二発電電機ユニット回転部または駆動する回転機構と第一駆動システムの第一発電
電機ユニット、または第二発電電機ユニットの回転部、または駆動する回転機構の間に、
選択により、伝動ユニット、クラッチなどの伝動装置を設け、両者間の回転機能の連結伝
送または切り離しを制御する。
【００１０】
　本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの稼動において、軽い負荷のとき、
システムは制御により、直列式混合動力システム関連機能として稼動するか、または並列
式混合動力システム関連機能として稼動する。システムが並列式混合動力システムとして
稼動するとき、その主動回転動力源は第一駆動システムに対応する負荷との伝動を連結す
る駆動状態、または第一駆動システムに対応する負荷との伝動を切り離し状態に制御する
。
【００１１】
　システムが直列式混合動力システムとして稼動するとき、主動回転動力源は稼動の必要
性により、第一駆動システムに対応する負荷の伝動を連結するか、または伝動を連結しな
いで切り離し状態にし、第一駆動システムと第二駆動システム間のクラッチは切り離して
、主動回転動力源のエンジンは、手動または制御システムの制御により、回転動力を出力
し、第一発電電機ユニットを駆動し発電機として稼動し、発電エネルギーにより第一また
は第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し、
負荷を駆動する。
【００１２】
　常態負荷あるいは重い負荷のとき、システム制御により、並列式混合動力システムとし
て稼動し、エンジンの回転動力により第一駆動システムを駆動するか、または第二駆動シ
ステムまたは両者を同時に駆動する。もし、システムに充放電装置を増設するとき、第一
駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、第一あるいは第二駆動システムに設ける第
二発電電機ユニットまたは両者のいずれかを充放電装置の電気エネルギーにより、電動機
機能として稼動する。重い負荷、または起動あるいは加速のとき、エンジン動力を合わせ
て負荷を共同に駆動する。軽い負荷または市内走行のとき、電動機機能として、負荷を駆
動する。
【００１３】
　本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、エンジンとして主動回転動力源
が選択されたとき、その主な稼動は以下のとおりである。
　（１）エンジン動力の回転動力は伝動ユニットにより、第一駆動システムに設ける負荷
を駆動し、または第二駆動システムに設ける負荷または両者を同時に駆動する。
【００１４】
　（２）システムが直列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンの回転動力は
伝動ユニットおよび選択により設置する制御可能なクラッチ、および多段式または無段変
速、逆転機能、ニュトラルギア、またはトルク変換機能を有する変速ユニットより構成す
る第一駆動システムにより、対応する負荷を駆動し、エンジン回転動力により、第一駆動
システムに設ける第一発電電機ユニットを駆動して発電機として稼動し、発電エネルギー
は第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットに出力し、電動機機能とし
て稼動し、またはその他電気エネルギーを使用する負荷を駆動する。
【００１５】
　この分離式直列／並列式二動力混合駆動システムの稼動は、軽い負荷のとき、システム
直列混合駆動システムとして稼動するか、または制御により、並列混合駆動システムとし
て稼動する。システムが並列式混合動力システムとして稼動するとき、主動回転動力源と
第一駆動システムに対応する負荷は伝動連結の駆動状態、または第一駆動システム対応す
る負荷は伝動連結しない切り離し状態である。
【００１６】
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　システムが直列式混合動力システムとして稼動するとき、第一駆動システムと第二駆動
システム間のクラッチは切り離し、主動回転動力源は必要により、第一駆動システムに対
応する負荷と連結し伝動するか、または連結しない連動を切り離す状態である。このとき
、主動回転動力源のエンジンは手動または制御システムの制御により、第一発電電機ユニ
ットを駆動して発電機として稼動し、発電エネルギーは第一または第二駆動システムに設
ける第二発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し負荷を駆動する。システム
は直列式混合動力システムとして稼動する。
【００１７】
　システムが並列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンの回転動力により負
荷を駆動するか、または第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニットを合わせて駆動
し、発電機機能として稼動し、発電エネルギーは第一駆動システム、または第二駆動シス
テムに設ける第二発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し、対応する負荷を
駆動するか、または第一発電電機ユニットの発電エネルギーにより、その他電気エネルギ
ーを使用する負荷を駆動する。
【００１８】
　もし、システムに充放電装置を追加設置し、システムが並列式混合動力システムとして
稼動するとき、その稼動機能は以下のとおりである。
　（１）充放電装置の電気エネルギーにより、第一駆動システムに設ける第一発電電機ユ
ニットおよび第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの全部を駆動す
るか、または充放電装置の電気エネルギーその部分の発電電機ユニットを駆動し、電動機
機能として稼動し負荷を駆動する。または第一あるいは第二発電電機ユニットを電動機機
能として、その回転動力とエンジンの回転動力負荷を共同に駆動する。
【００１９】
　（２）または、充放電装置の電気エネルギーにより、第一駆動システムに設ける第一発
電電機ユニット、および第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの全
部、またはその一部の発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し負荷を駆動す
る。
　（３）エンジン動力により、第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、および
第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの全部、またはその一部の発
電電機ユニットを駆動し発電機として稼動し、発電エネルギーは、充放電装置を充電する
か、またはその他電気エネルギーを使用する負荷に電気供給する。
【００２０】
　（４）負荷は第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、および第一または第二
駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの全部、またはその一部の発電電機ユニット
を逆方向駆動により、再生発電機能として稼動し、発電エネルギーは、充放電装置を充電
するか、またはその他電気エネルギーを使用する負荷に電気供給する。
【００２１】
　（５）エンジンの機械ダンパーをブレーキ機能とするか、または充放電装置を設けると
き、第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、および第一または第二駆動システ
ムの第二発電電機ユニットの全部またはその一部の発電電機ユニットを合わせて駆動して
発電機として稼動し、充放電装置を充電またはその他電気エネルギーを使用する負荷に電
気供給し、再生発電のブレーキ機能を生成する。
　（６）充放電装置により第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、および駆動
第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの全部またはその一部の発電
電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動しエンジンを起動またはその他の負荷を駆
動する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明のシステムブロック図である。
【図２】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の１
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である。
【図３】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の２
である。
【図４】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の３
である。
【図５】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の４
である。
【図６】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の５
である。
【図７】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の６
である。
【図８】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の７
である。
【図９】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の８
である。
【図１０】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
９である。
【図１１】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１０である。
【図１２】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１１である。
【図１３】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１２である。
【図１４】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１３である。
【図１５】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１４である。
【図１６】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１５である。
【図１７】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１６である。
【図１８】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１７である。
【図１９】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１８である。
【図２０】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
１９である。
【図２１】本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例ブロック図の
２０である。
【図２２】本発明は差動歯車セットにより、図１６遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の２１である。
【図２３】本発明は差動歯車セットにより図１７遊星ギアセットに代わる分離式実施例ブ
ロック図の２２である。
【図２４】本発明は差動歯車セットにより、図１８遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の２３である。
【図２５】本発明は差動歯車セットにより、図１９遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の２４である。
【図２６】本発明は差動歯車セットにより、図２０遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の２５である。
【図２７】本発明は差動歯車セットにより、図２１遊星ギアセットに代わる分離式実施例
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ブロック図の２６である。
【図２８】本発明は差動歯車セットにより、図１６遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の２７である。
【図２９】本発明は二動力式発電電機ユニットにより図１６遊星ギアセットに代わる分離
式実施例ブロック図２８である。
【図３０】本発明は二動力式発電電機ユニットにより図１８遊星ギアセットに代わる分離
式実施例ブロック図の２９である。
【図３１】本発明は差動歯車セットにより、図１９遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の３０である。
【図３２】本発明は差動歯車セットにより、図２０遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の３１である。
【図３３】本発明は差動歯車セットにより、図２１遊星ギアセットに代わる分離式実施例
ブロック図の３２である。
【図３４】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１である。
【図３５】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の２である。
【図３６】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の３である。
【図３７】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の４である。
【図３８】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の５である。
【図３９】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の６である。
【図４０】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の７である。
【図４１】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の８である。
【図４２】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の９である。
【図４３】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１０である。
【図４４】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１１である。
【図４５】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１２である。
【図４６】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１３である。
【図４７】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１４である。
【図４８】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１５である。
【図４９】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１６である。
【図５０】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１７である。
【図５１】本発明は主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステムブロッ
ク概略図の１８である。
【発明を実施するための形態】
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【００２３】
　本発明による実施形態を図面に基づいて説明する。なお、図面の点線により表示されて
いる部材は、選択的に設けられている部材である。
　内燃エンジンはディーゼル、軽油またはその他液体燃料を空気に混合および加圧するこ
とにより燃料を構成し、または天然ガスあるいは現在開発中の窒素など他の気体を燃料と
する。稼動の負荷トルクおよび回転速度により、それぞれ特定の正味燃料消費率（Brake 
Specific Fuel Consumption）がある。最適化を図るため、この分離式直列／並列混合二
動力駆動システムにおいて、システムが直列式混合動力システムとして稼動し、または並
列式混合動力システム稼動するとき、エンジンを制御により、高いエネルギー効率の回転
速度設定および稼動条件に調節して、燃費消費の軽減と汚染を減少する。前述のエンジン
回転速度設定稼動および稼動条件の定義は、システムが直列式混合動力システムとして稼
動するか、または並列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンより、第一発電
電機ユニットを発電機機能として稼動し、および第二発電電機ユニットを駆動し、電動機
機能として稼動し、エンジンにより、燃費消費が低く、高い出力パワーの省エネー稼動区
域の回転速度範囲に制御し、正味燃料消費率（Brake Specific Fuel Consumption）の最
適化を獲得することにある。またはシステムに充放電装置を増設するとき、さらにエンジ
ンにより第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニットを駆動し発電機として稼動する
と、その発電エネルギーは、充放電装置を充電するか、または充放電装置の電気エネルギ
ーと第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニットの発電エネルギーを合わせて、第一
または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットを駆動し、モータ機能として出力
し、対応する負荷を駆動する。エンジンをより高いエネルギー効率の回転速度に制御し稼
動する。すなわち、システムが直列式混合動力システム機能として稼動し、または並列式
混合動力システムとして稼動し、かつ、負荷が軽いとき、エンジンの回転動力により第一
駆動システムに設ける第一発電電機ユニット、および第一または第二駆動システムに設け
る第二発電電機ユニットの全部、またはその一部の発電電機ユニットを駆動し発電機とし
て稼動し、充放電装置を充電またはその他電気エネルギーを使用する負荷に電気供給する
。
【００２４】
　前述の全部の機能または一部の機能を稼動し、エンジンの低パワー出力および低速稼動
における低効率と高い汚染の欠点を改善する。図１は、本発明のシステムブロック図であ
る。主動回転動力源と第一発電電機ユニットおよび第二発電電機ユニット、選択により設
置するクラッチ、および選択により設置する変速ユニットがシステム的連結の形態である
。
【００２５】
　図１に示す分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、主に主動回転動力源、各種発
電電機ユニット、伝動ユニット、変速ユニット、クラッチ、制御ユニット、中央制御ユニ
ット、充放電装置、または補助充放電装置、または電気エネルギー駆動の負荷など特定機
能を有するアセンブリユニットもしくは装置より構成する。その主な構成は以下のとおり
である。
　（１）主動回転動力源１００
　少なくとも一つの公知の各種内燃エンジン、外燃エンジン、ターボーエンジン、または
その他物理効果によって駆動される回転動力源より構成する。主動回転動力源の回転部は
第一発電電機ユニット１０１に直接連結するか、または選択により設置する変速ユニット
１０９、または選択により設置する伝動ユニット１２９、または選択により設置するクラ
ッチ１０２に連結してから、第一発電電機ユニット１０１の回転部に連結する。
【００２６】
　（２）第一発電電機ユニット１０１
　少なくとも一つの発電機機能、または発電機機能とモータ機能を切り換え可能な交流、
または直流、ブラシレス、またはブラシ付き、同期、または同期しない回転電機より構成
する。第一駆動システム１００１は、選択により第二発電電機ユニット１０３を設けると
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き、第一発電電機ユニット１０１の回転部がクラッチ１１２または差動歯車セットまたは
遊星ギアセットを介して、第二発電電機ユニット１０３に連結し、またはクラッチ１１２
および選択により設置する変速ユニット１０９を第二発電電機ユニット１０３の回転部に
連結する。
【００２７】
　（３）第二発電電機ユニット１０３
　少なくとも一つのモータ機能、またはモータ機能と発電機機能を切り換え可能な交流、
または直流、ブラシレス、またはブラシ付き、同期、または同期しない回転電機より構成
し、第二駆動システム１００２の回転動力源とする。第二発電電機ユニット１０３の回転
部の出力端は、選択により回転動力を直接出力し、負荷を駆動する。または選択により設
置するクラッチ１２２、または選択により設置する変速ユニット１０９の回転動力を出力
し負荷を駆動する。
　システムに選択によりクラッチ１３２を設けるとき、第二発電電機ユニット１０３の入
力端は選択により直接、または変速ユニット、または差動変速ユニット１０９を介して、
クラッチ１３２に連結する。
【００２８】
　（４）クラッチ１０２
　人力、または機械力、または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力
などの制御を受けるクラッチ、一方向クラッチ（singleway clutch）、または調整・制御
可能なトルクコンバーター、あるいはその他機械回転動力を伝送または中断する伝動装置
より構成する。クラッチ１０２は直接または伝動ユニット１２９により、主動回転動力源
１００の回転部と第一発電電機ユニット１０１の間に連結する。このクラッチ１０２は一
つまたは一つ以上を設置するまたは設置しないことを選択できる。
【００２９】
　（５）クラッチ１１２
　人力、または機械力、または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力
などの制御を受けるクラッチ、一方向クラッチ（singleway clutch）、または調整・制御
可能なトルクコンバーター、あるいはその他機械回転動力を伝送または中断する伝動装置
より構成する。前述のクラッチ１１２は第二発電電機ユニット１０３の回転部と主動回転
動力源１００出力端の間に連結するか、または第二発電電機ユニット１０３と第一発電電
機ユニット１０１の回転部の間に連結する。クラッチ１１２は一つまたは一つ以上を設け
る。
【００３０】
　（６）クラッチ１２２
　人力、または機械力、または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力
などの制御を受けるクラッチ、一方向クラッチ（singleway clutch）、または調整・制御
可能なトルクコンバーター、あるいはその他機械回転動力を伝送または中断する伝動装置
より構成する。前述のクラッチ１２２は負荷１２０の入力端第二発電電機ユニット１０３
の回転部との間に連結し、クラッチ１２２は選択により、一つまたは一つ以上設置するま
たは設置しないことを選択できる。または負荷１２０入力端に連結する変速装置１０９の
ニュトラルギア、または調整・制御可能なトルクコンバーター機能によって、クラッチ１
２２の機能に代えることができる。
【００３１】
　（７）クラッチ１３２
　人力、または機械力、または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力
などの制御を受けるクラッチ、一方向クラッチ（singleway clutch）、または調整・制御
可能なトルクコンバーター、あるいはその他機械回転動力を伝送または中断する伝動装置
より構成する。前述のクラッチ１３２は、主動回転動力源１００回転部に連結する伝動ユ
ニット１２９と第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３回転部の間に連
結する。または選択により、第一駆動システム１００１に連結し、主動回転動力を生成ま
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たは伝送する動力システム（Power Train）の回転機構と第二駆動システム１００２の主
動回転機能を生成または伝送する回転機構の間に連結し、第一駆動システム１００１と第
二駆動システム１００２間の回転動力の伝送または中断を制御し、またはシステムに二組
または二組以上の第二駆動システム１００２を設けるとき、各組の第二駆動システム１０
０２の間に連結し、回転動力の伝送または中断を制御する。クラッチ１３２は一つまたは
一つ以上設置するまたは設置しないことを選択できる。
【００３２】
　（８）伝動ユニット１２９
　各種固定速比、または自動、または半自動、または手動の多段式または無段変速伝動装
置、または差動歯車セット、または回転歯車セット、流体トルクコンバーター、またはベ
ルト式無段変速機（CVT）、またはその他公知の変速装置より構成し、必要によりニュト
ラルギア、逆転などの機能を取り付けて、選択により、主動回転動力源１００の回転部に
連結し、その出力端は直接または変速ユニット１０９またはクラッチ１０２を介して、第
一発電電機ユニット１０１を駆動する。または第一駆動システム１００１の負荷１２０を
駆動し、またはクラッチ１３２の入力端に連結する。この伝動ユニット１２９はシステム
により設置または設置しないことを選択できる。この伝動ユニット１２９は、遊星ギアセ
ット８０１、または回転歯車セット１０３０、または二動力式発電電機ユニット１０４０
によって取り代えることができる。
【００３３】
　（９）変速ユニット１０９
　各種固定速比、または自動、または半自動、または手動の多段式または無段変速伝動装
置、または差動歯車セット、または回転歯車セット、流体トルクコンバーター、またはベ
ルト式無段変速機（CVT）、またはその他公知の変速装置より構成し、必要によりニュト
ラルギア、逆転などの機能を取り付けて、選択により、主動回転動力源１００の回転部と
クラッチ１０２の間、または選択により設置する第一発電電機ユニット１０１回転部とク
ラッチ１１２回転部の間、または選択によりクラッチ１１２回転部と第二発電電機ユニッ
ト１０３回転部の間、または選択により第二発電電機ユニット１０３回転部とクラッチ１
２２回転部の間、または選択によりクラッチ１２２回転部と負荷１２０回転部の間に連結
する。前述の変速ユニット１０９は設置または設置しないことを選択できる。
【００３４】
　（１０）制御ユニット１０４
　機電または固体電気回路より構成し、システムが直列式混合動力システムとして稼動す
るとき、第一駆動システム１００１の第一発電電機ユニット１０１に連結し、発電機とし
て稼動し、発電出力の電気エネルギーを制御し、第一駆動システム１００１または第二駆
動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動するほか、充放電装置１
０６を充電し、または前述のいずれかを制御し、発電出力機能として稼動し、または充放
電装置１０６の電気エネルギーを制御し、モータ機能として、第一発電電機ユニット１０
１および第二発電電機ユニット１０３または前述の発電電機ユニットの一部の発電電機ユ
ニットを駆動し、その駆動電圧、電流、極性（直流のとき）、周波数および相順序（交流
のとき）を制御し、発電電機ユニットの稼動方向、回転速度、トルク、および異常保護を
提供する。または第一駆動システム１００１の第一発電電機ユニット１０１および第一駆
動システム１００１または第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３また
はその一部の発電電機ユニットに設け、負荷より逆方向駆動により、発電機能として稼動
するとき、充放電装置１０６に出力する充電電気エネルギー、またはその他負荷に出力す
る電気エネルギーを制御し、発電電機ユニットを再生発電ブレーキ機能として稼動する。
この装置は必要により、設置または設置しないことを選択できる。
【００３５】
　（１１）中央制御ユニット１０５
　固体、または機電式素子、またはチップおよびその関連の操作ソフトウエアより構成し
、制御インターフェス１０７の制御により、この分離式直列／並列混合二動力駆動システ
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ムを稼動し、特に稼動中の燃費消費および汚染管理の最適化は、システムが直列式混合動
力システムとして稼動するか、または並列式混合動力システムとして稼動するとき、エン
ジンの燃費消費を低くしながら、高いパワーを出力できる省燃費稼動区域の稼動速度範囲
に制御し、最適の正味燃料消費率（Brake Specific Fuel Consumption）を図る。制御ユ
ニット１０４を制御し、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１
および第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機
ユニット１０３、および充放電装置１０６の間を連結し、関連機能として稼動およびシス
テムの各ユニット間のフィードバック監視制御および連携稼動制御する。この装置は必要
により、設置または設置しないことを選択できる。
【００３６】
　（１２）充放電装置１０６
　各種の充放電、蓄電バッテリー、またはスーパーコンデンサー、またはその他充放電、
蓄電装置より構成する。この充放電装置はシステムにより、設置または設置しないことを
選択できる。
【００３７】
　（１３）制御ユニット１０４
　固体、または機電式素子、またはチップ、および関連ソフトウエアより構成し、手動ま
たは制御制御信号を入力し、この分離式直列／並列混合二動力駆動システムを稼動する。
この制御インターフェス１０７は選択により、設置または設置しないことを選択できる。
【００３８】
　（１４）充放電装置１１０
　各種の充放電バッテリー、またはスーパーコンデンサー、またははずみ車など充放電装
置またはその他充放電、蓄電装置より構成し、電気エネルギー起動スイッチ１１１の制御
により、主動回転動力源１００エンジンセットの起動モータ１２１として、直接または伝
動装置１１９を介してエンジンセットを起動し、または周辺装置またはその他電気エネル
ギーによって駆動する負荷１３０に電気供給する。この補助充放電装置１１０および起動
スイッチ１１１および起動モータ１２１は選択により、設置または設置しないことを選択
できる。
【００３９】
　（１５）電気エネルギー駆動の負荷１３０
　前述の第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギー、または第二発電電機ユニット１
０３が発電機機能として稼動するとき、その発電エネルギー、または充放電装置１０６、
または補助充放電装置１１０の電気エネルギーを電源の周辺負荷に提供する。この電気エ
ネルギー駆動の負荷１３０は選択により、設置または設置しないことを選択できる。
【００４０】
　前述のシステムの稼動により、出力する回転動力は陸上、または水上、または空域運搬
具および産業機具など、回転機械動力の負荷に供給できる。
　この分離式直列／並列混合二動力駆動システムはエンジンより主動回転動力源を構成す
るとき、システムは以下の全部または一部の機能を有する。
【００４１】
　（１）エンジン動力の回転動力より第一駆動システム１００１の負荷１２０、または第
二駆動システム１００２の負荷１２０を駆動し、または前述負荷の全部または一部を駆動
する。
　（２）システムは直列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンの低回転速度
から高回転速度を制御し、または回転速度を設定し、第一駆動システム１００１に設ける
第一発電電機ユニット１０１を駆動し発電機として稼動する。システムは充放電装置１０
６を設置しないとき、第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーを第一駆動システム
１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し
、モータ機能として、回転動力を出力し負荷１２０を駆動する。システムに充放電装置１
０６を取り付け、負荷の軽いとき、第一駆動システム１００１に取り付ける第一発電電機
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ユニット１０１の発電エネルギーを、第一駆動システム１００１または第二駆動システム
１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動すると共に、充放電装置１０６を充
電する。重い負荷のとき、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０
１の発電エネルギーと充放電装置１０６の電気エネルギーを合わせて、第一駆動システム
１００１、または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動
し、回転動力を出力し負荷１２０を駆動し、エンジンを高いエネルギー効率の回転速度稼
動条件に調整・制御し、燃費消費を軽減し汚染を減少する。前述のエンジンを設定の回転
速度で稼動することの定義は、システムが直列式混合動力システムとして稼動するか、ま
たは並列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンの燃費消費を低くしながら、
高いパワーを出力できる省燃費稼動区域の稼動速度範囲に制御し、正味燃料消費率（Brak
e Specific Fuel Consumption）の最適化を実現する、またはシステムに選択により充放
電装置１０６を取り付けるときは、さらに、エンジンより駆動する第一発電電機ユニット
１０１の発電エネルギーで充放電装置１０６を充電するか、または充放電装置１０６の電
気エネルギーと第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーを合わせて、第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、モータ機能として出力し負荷１２０を駆動し、エンジンを高い
エネルギー効率の稼動速度条件に調整・制御することにある。前述のエンジンを設定の回
転速度で稼動することの定義は、システムが直列式混合動力システムとして稼動するか、
または並列式混合動力システムとして稼動するとき、エンジンの燃費消費を低くしながら
、高いパワーを出力できる省燃費稼動区域の稼動速度範囲に制御し、最適化の正味燃料消
費率（Brake Specific Fuel Consumption）を実現することにある。
【００４２】
　（３）システムに充放電装置１０６が選択され、システムが並列式混合動力システムと
して稼動するとき、充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一駆動システム１００
１に設ける第一発電電機ユニット１０１および第一駆動システム１００１または第二駆動
システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０３あるいは両者のいずれかを駆
動し、モータ機能として、エンジン動力エネルギーと合わせて負荷１２０を駆動する。シ
ステム負荷が軽いとき、エンジン回転動力は負荷１２０を駆動すると同時に、第一駆動シ
ステム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１および第一駆動システム１００１ま
たは第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３またはその一部の第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、充放電装置１０６を充電またはその他電気エネルギ
ーにより駆動する負荷１３０に電気供給する。重い負荷のとき、充放電装置１０６の電気
エネルギーは、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１、および
設置於第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニッ
ト１０３またはその一部の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、エンジンより出力する
回転動力と合わせて負荷を共同に駆動する。
【００４３】
　（４）充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一駆動システム１００１に設ける
第一発電電機ユニット１０１、および設置於第一駆動システム１００１または第二駆動シ
ステム１００２の第二発電電機ユニット１０３またはその一部の第二発電電機ユニット１
０３を駆動し、モータ機能として負荷１２０を駆動する。
【００４４】
　（５）エンジン動力により第一駆動システム１００１の第一発電電機ユニット１０１、
および第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニッ
ト１０３またはその一部の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、発電機として稼動し、
その発電エネルギーは充放電装置１０６を充電するかまたはその他電気エネルギーによっ
て駆動する負荷１３０に電気供給する。
【００４５】
　（６）負荷１２０は第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１、
および第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機
ユニット１０３またはその一部の第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、再生
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発電機能として稼動し、その発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するかまた
はその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０に電気供給する。
【００４６】
　（７）エンジンの機械ダンパーをブレーキ制動機能とするか、または充放電装置１０６
を設けているとき、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１およ
び第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１
０３またはその一部の第二発電電機ユニット１０３を合わせて駆動し、発電機として稼動
し、充放電装置１０６を充電する、またはその他電気エネルギー駆動の負荷１３０に電気
供給し、再生発電ブレーキ機能を生成する。
【００４７】
　（８）充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一駆動システム１００１に設ける
第一発電電機ユニット１０１、および設置於第一駆動システム１００１または第二駆動シ
ステム１００２の第二発電電機ユニット１０３またはその一部の第二発電電機ユニット１
０３を駆動し、モータ機能として負荷１２０を駆動する。
【００４８】
　（９）クラッチ１３２を閉鎖したとき、主動回転動力源１００に連結する伝動ユニット
１２９と第二駆動システム１００２間の回転動力、または第一駆動システム１００１と第
二駆動システム１００２間の回転動力、または二組または二組以上の第二駆動システム間
の回転動力を伝送する。切り離しのとき、前述回転動力の伝送を中断する。
【００４９】
　以下の図２～図３９に示すのは本発明の応用をもって、前述のシステムおよび機能の代
表的な実施例として、詳細に説明する。同じ原理による応用に制限を加えるものでない。
なお、説明を単純化するため、図２～図３９では、図１に示すシステムの変速ユニット１
０９、補助充放電装置１１０、起動スイッチ１１１、起動モータ１２１、中央制御ユニッ
ト１０５、制御インターフェス１０７を省略し、エンジンを主動回転動力源１００とし、
第一発電電機ユニット１０１、第二発電電機ユニット１０３、クラッチ１０２、１１２、
１２２、１３２、制御ユニット１０４、および選択により設置する充放電装置１０６、電
気エネルギーを駆動する負荷１３０よりシステムを構成し、負荷１２０を駆動する。
【００５０】
　図２～図５１は本発明の図１に示すシステムをベースとした各種駆動システムの実施例
であり、個別の実施例に以下の稼動機能または部分機能が含まれる。
　（１）システム機能１
　システムに充放電装置１０６を取り付けず、直列式混合動力システム機能として稼動す
るとき、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の
負荷１２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動
しないか、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０
４により構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第
一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーは第一駆
動システム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼
動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５１】
　（２）システム機能２
　システムに充放電装置１０６を取り付けず、直列式混合動力システム機能として稼動す
るとき、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の
負荷１２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動
しないか、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０
４により構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第
一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーは第二駆
動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動して電動機機能として稼
動し、対応の負荷１２０を駆動する。
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【００５２】
　（３）システム機能３
　システムに充放電装置１０６を取り付けず、直列式混合動力システム機能として稼動す
るとき、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の
負荷１２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動
しないか、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０
４により構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第
一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーは第一駆
動システム１００１および第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３を同
時に駆動して電動機機能として稼動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５３】
　（４）システム機能４
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーで充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０（外付けの
不特定の負荷を含む）に電気供給するほか、またはその他電気エネルギーより駆動する負
荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気を供給し、第一駆動システム１００１（
前置駆動ユニット１０００などの付属子ユニットを含む）に設ける発電電機ユニット１０
３を駆動し、電動機機能として稼動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５４】
　（５）システム機能５
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーで充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０（外付けの
不特定の負荷を含む）に電気供給するほか、またはその他電気エネルギーより駆動する負
荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気を供給し、および第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、対応の負
荷１２０を駆動する。
【００５５】
　（６）システム機能６
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーで充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０（外付けの
不特定の負荷を含む）に電気供給するほか、またはその他電気エネルギーより駆動する負
荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気を供給し、および第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、対応の負
荷１２０を駆動する。
【００５６】
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　（７）システム機能７
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放電装置１
０６より出力の電気エネルギーは第一駆動システム１００１（前置駆動ユニット１０００
などの付属子ユニットを含む）の発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼
動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５７】
　（８）システム機能８
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放電装置１
０６より出力する電気エネルギーは第二駆動システム１００２の発電電機ユニット１０３
を駆動し、電動機機能として稼動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５８】
　（９）システム機能９
　システムに充放電装置１０６を設け、直列式混合動力システム機能として稼動するとき
、主動回転動力源１００の回転動力は第一駆動システム１００１を介して、対応の負荷１
２０を駆動するか、または第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動しない
か、システムは手動制御、または中央制御ユニット１０５および制御ユニット１０４によ
り構成する制御システムの制御を受け、主動回転動力源１００の回転動力より、第一発電
電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放電装置１
０６より出力する電気エネルギーは第二駆動システム１００２の発電電機ユニット１０３
を駆動し、電動機機能として稼動し、対応の負荷１２０を駆動する。
【００５９】
　（１０）システム機能１０
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１に対応す
る負荷１２０を駆動する。
　（１１）システム機能１１
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第二駆動システム１００２に対応す
る負荷１２０を駆動する。
【００６０】
　（１２）システム機能１２
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１と第二駆
動システム１００２に対応する負荷１２０を同時に駆動する。
　（１３）システム機能１３
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機
として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動
の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【００６１】
　（１４）システム機能１４
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一駆動システム１００１または第二駆動シス



(18) JP 6208809 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し発電機として稼動し、充放電
装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付け
の不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【００６２】
　（１５）システム機能１５
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機
として稼動し、および第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設け
る第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を
充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負
荷を含む）に電気供給する。
【００６３】
　（１６）システム機能１６
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第二駆動システム１００２の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機
として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動
の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【００６４】
　（１７）システム機能１７
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第二駆動システム１００２の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し発電機として稼動し、充放電
装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付け
の不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【００６５】
　（１８）システム機能１８
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第二駆動システム１００２の負荷１
２０を駆動し、エンジン回転動力により、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し発電機として稼動し、充放電
装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付け
の不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【００６６】
　（１９）システム機能１９
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動するほか、第二駆動システム１００２の負荷１２０を同時に駆動し、エンジン
回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、および第
一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット
１０３を同時に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその
他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給す
る。
【００６７】
　（２０）システム機能２０
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動するほか、第二駆動システム１００２の負荷１２０を同時に駆動し、エンジン
回転動力により、第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか
、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）
に電気供給する。
【００６８】
　（２１）システム機能２１
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　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１の負荷１
２０を駆動するほか、第二駆動システム１００２の負荷１２０を同時に駆動し、エンジン
回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動して発電機として稼動し、および第
一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット
１０３を同時に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその
他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給す
る。
【００６９】
　（２２）システム機能２２
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、
またはこの二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第一駆動システム１０
０１に対応する負荷１２０を駆動する。
【００７０】
　（２３）システム機能２３
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、
またはこの二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第二駆動システム１０
０２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００７１】
　（２４）システム機能２４
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、
またはこの二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第一駆動システム１０
０１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００７２】
　（２５）システム機能２５
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動する。
　（２６）システム機能２６
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００７３】
　（２７）システム機能２７
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対
応する負荷１２０を駆動する。
【００７４】
　（２８）システム機能２８
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、または第一駆動システム１００１あるいは第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し電動機機能として稼動し、またはこの
二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１に対応
する負荷１２０を駆動する。
【００７５】
　（２９）システム機能２９
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、または第一駆動システム１００１あるいは第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し電動機機能として稼動し、またはこの
二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第二駆動システム１００２に対応
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する負荷１２０を駆動する。
【００７６】
　（３０）システム機能３０
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、または第一駆動システム１００１あるいは第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し電動機機能として稼動し、またはこの
二つの装置を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１および
第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００７７】
　（３１）システム機能３１
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電
機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し、またはこの二つの装置を同時に駆
動し、電動機機能として稼動し、電動機機能として稼動し回転動力を生成し、主動動力源
１００のエンジン回転動力と合わせて、第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０
を駆動する。
【００７８】
　（３２）システム機能３２
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２に設ける第二発
電電機ユニット１０３を駆動し、電動機機能として稼動し回転動力を生成し、主動回転動
力源１００のエンジン回転動力と合わせて第二駆動システム１００２に対応する負荷１２
０を駆動する。
【００７９】
　（３３）システム機能３３
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１または第二駆動シス
テム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し電動機機能として稼動し回転
動力を生成し、主動回転動力源１００のエンジン回転動力と合わせて第一駆動システム１
００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００８０】
　（３４）システム機能３４
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を駆動する。
　（３５）システム機能３５
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し回転動力を生成し、主動回転動力源１００のエンジン回転動力と合
わせて第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００８１】
　（３６）システム機能３６
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電
動機機能として稼動し、主動回転動力源１００のエンジン回転動力と合わせて第二駆動シ
ステム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００８２】
　（３７）システム機能３７
　充放電装置１０６の電気エネルギーより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し電動機
機能として稼動し、第一駆動システムに設ける発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、
電動機機能として稼動し回転動力を生成し、主動動力源１００のエンジン回転動力として
、第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０を共同に駆動する。
【００８３】
　（３８）システム機能３８
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動し電動
機機能として稼動し、第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を
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駆動し、電動機機能として稼動し回転動力を生成し、主動回転動力源１００のエンジン回
転動力と合わせて第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆動する。
【００８４】
　（３９）システム機能３９
　充放電装置１０６の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電
機ユニット１０１を駆動し電動機機能として稼動し、第一駆動システム１００１または第
二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機
能として稼動し、回転動力を生成し、主動回転動力源１００のエンジン回転動力と合わせ
て第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０を駆
動する。
【００８５】
　（４０）システム機能４０
　第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０より、第一発電電機ユニット１０１を
牽引し、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネル
ギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレーキ
機能を再生発電機能として、回収する。
【００８６】
　（４１）システム機能４１
　第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０は、第一発電電機ユニット１０１を逆
方向に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エ
ネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレ
ーキ機能を再生発電機能として、回収する。
【００８７】
　（４２）システム機能４２
　第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０は、
第一発電電機ユニット１０１を逆方向に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を
充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負
荷を含む）に電気供給する。ブレーキ機能を再生発電機能として、回収する。
【００８８】
　（４３）システム機能４３
　第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０により、第一駆動システム１００１に
設けられている第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、
充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（
外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレーキ機能を再生発電機能として、回
収する。
【００８９】
　（４４）システム機能４４
　第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０により、第二駆動システム１００２に
設ける第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装
置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの
不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレーキ機能を再生発電機能として、回収する。
【００９０】
　（４５）システム機能４５
　第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０は、
第一発電電機ユニット１０１を逆方向に駆動し発電機として稼動し、第一駆動システム１
００１および第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、
発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーによ
り駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレーキ機能を再
生発電機能として、回収する。
【００９１】
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　（４６）システム機能４６
　第一駆動システム１００１に対応する負荷１２０により、第一発電電機ユニット１０１
を逆方向駆動により、発電機として稼動し、第一駆動システム１００１に設ける第二発電
電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電
するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を
含む）に電気供給する。ブレーキ機能を再生発電機能として、回収する。
【００９２】
　（４７）システム機能４７
　第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０は、第一発電電機ユニット１０１を逆
方向に駆動し発電機として稼動し、第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニ
ット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、
またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に
電気供給する。ブレーキ機能を再生発電機能として、回収する。
【００９３】
　（４８）システム機能４８
　第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０は、
第一発電電機ユニット１０１を逆方向に駆動し発電機として稼動し、第一駆動システム１
００１および第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆
動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネ
ルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。ブレー
キ機能を再生発電機能として、回収する。
【００９４】
　（４９）システム機能４９
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、負荷１２０のブレーキ機能とし
て稼動する。
　（５０）システム機能５０
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１に対
応する負荷１２０に対するブレーキ機能を発生するほか、第一発電電機ユニット１０１を
逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他
電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給し、
再生発電のダンパー機能により、第一駆動システム１００１に対応する１２０に対して、
ブレーキ機能を生成する。
【００９５】
　（５１）システム機能５１
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第二駆動システム１００２に対
応する負荷１２０に対して、ブレーキ機能を生成すると同時に、第一発電電機ユニット１
０１を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、または
その他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。再生発電のダンパー機能により、第二駆動システム１００２に対応する負荷１２
０に対して、ブレーキ機能を生成する。
【００９６】
　（５２）システム機能５２
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１およ
び第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０にブレーキ機能を作動すると同時に、
第一発電電機ユニット１０１を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０
６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定
の負荷を含む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能として、第一駆動システム１０
０１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０にブレーキ機能を作動する。
【００９７】
　（５３）システム機能５３
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　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１に対
応する負荷１２０に対するブレーキ機能を発生すると同時に、第一駆動システム１００１
に設ける第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電
装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付け
の不特定の負荷を含む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能として、第一駆動シス
テム１００１に対応する負荷１２０にブレーキ機能を作動する。
【００９８】
　（５４）システム機能５４
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第二駆動システム１００２に対
応する負荷１２０に対して、ブレーキ機能を生成すると同時に第二駆動システム１００２
に設ける第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電
装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付け
の不特定の負荷を含む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能により、第二駆動シス
テム１００２に対応する負荷１２０に対して、ブレーキ機能を生成する。
【００９９】
　（５５）システム機能５５
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１およ
び第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０に対してブレーキ機能を作動すると同
時に第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット
１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気
供給する。再生発電のダンパー機能として、第一駆動システム１００１および第二駆動シ
ステム１００２に対応する負荷１２０にブレーキ機能を作動する。
【０１００】
　（５６）システム機能５６
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１に対
応する負荷１２０に対するブレーキ機能を発生するほか、第一発電電機ユニット１０１を
逆方向駆動により、発電機として稼動し、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電
機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電す
るか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含
む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能として、第一駆動システム１００１に対応
する負荷１２０にブレーキ機能を作動する。
【０１０１】
　（５７）システム機能５７
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第二駆動システム１００２に対
応する負荷１２０に対して、ブレーキ機能を生成すると同時に、第一発電電機ユニット１
０１を逆方向駆動により、発電機として稼動し、第二駆動システム１００２に設ける第二
発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動し、充放電装置１０６を
充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負
荷を含む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能により、第二駆動システム１００２
に対応する負荷１２０に対して、ブレーキ機能を生成する。
【０１０２】
　（５８）システム機能５８
　エンジンの機械ダンパーを主動回転動力源１００とし、第一駆動システム１００１およ
び第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０にブレーキ機能を作動すると同時に、
第一発電電機ユニット１０１を逆方向駆動により、発電機として稼動し、第二駆動システ
ム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を逆方向駆動により、発電機として稼動
し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。再生発電のダンパー機能として、第
一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２に対応する負荷１２０にブレー
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キ機能を作動する。
【０１０３】
　（５９）システム機能５９
　もし、主動回転動力源１００に選択により起動モータ１２１を設けるとき、充放電装置
１０６の電気エネルギーにより、エンジンに設ける起動モータ１２１を駆動し、主動回転
動力源１００のエンジンを起動する。
【０１０４】
　（６０）システム機能６０
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動しモー
タ機能として、主動回転動力源１００のエンジンを起動する。
　（６１）システム機能６１
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一駆動システム１００１または第二駆動
システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、モータ機能として、主
動回転動力源１００のエンジンを起動する。
【０１０５】
　（６２）システム機能６２
　充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第一発電電機ユニット１０１を駆動すると
同時に、第一駆動システム１００１または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電
機ユニット１０３を駆動し、モータ機能として、主動回転動力源１００のエンジンを起動
する。
【０１０６】
　（６３）システム機能６３
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動
して発電機として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギー
により駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０１０７】
　（６４）システム機能６４
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一駆動システム１００１または第
二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し発電機として稼動
するか、または前述二つの装置を同時に駆動し発電機として稼動し、充放電装置１０６を
充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負
荷を含む）に電気供給する。
【０１０８】
　（６５）システム機能６５
　主動回転動力源１００のエンジン回転動力により、第一発電電機ユニット１０１を駆動
して発電機として稼動し、および第一駆動システム１００１または第二駆動システム１０
０２に設ける第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し発電機として稼動し、または前
述第一発電電機ユニット１０１および第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し発電機
として稼動し、充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動
の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０１０９】
　（６６）システム機能６６
　主動回転動力源１００により、伝動ユニット１２９および連結するクラッチ１０２０を
駆動し、変速、逆転、またはニュトラルギアを制御の変速ユニット１０９を駆動し、前置
駆動ユニット１０００を構成し負荷１２０を駆動する。
【０１１０】
　（６７）システム機能６７
　主動回転動力源１００により、伝動ユニット１２９および連結するクラッチ１０２０を
駆動し、変速、逆転、またはニュトラルギアを制御の変速ユニット１０９を駆動し、二軸
またはそれ以上の差動出力変速ユニット１０９を駆動し、前置駆動ユニット１０００を構
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成し、各差動出力軸に対応する負荷１２０を駆動する。
【０１１１】
　（６８）システム機能６８
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、独立の発電
ユニット２０００を駆動し、発電ユニット２０００の発電エネルギーは、第一駆動システ
ム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第二駆動システム１０
０２の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第一駆動システム１００１および第
二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機能とし
て稼動し、回転動力を出力し、対応する負荷１２０を駆動する。
【０１１２】
　（６９）システム機能６９
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、独立の発電
ユニット２０００を駆動し、発電ユニット２０００の発電エネルギーは、第一駆動システ
ム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第二駆動システム１０
０２の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第一駆動システム１００１および第
二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機能とし
て稼動し、回転動力を出力し駆動対応する負荷１２０、および充放電装置１０６を充電す
るか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含
む）に電気供給する。
【０１１３】
　（７０）システム機能７０
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、独立の発電
ユニット２０００を駆動し、発電ユニット２０００の発電エネルギーは、第一駆動システ
ム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第二駆動システム１０
０２の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第一駆動システム１００１および第
二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機能とし
て稼動し、回転動力を出力し、対応する負荷１２０を駆動する。
【０１１４】
　（７１）システム機能７１
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、独立の発電
ユニット２０００を駆動し、発電ユニット２０００の発電エネルギーおよび充放電装置１
０６より出力の電気エネルギーは、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動するか、または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニッ
ト１０３を共同に駆動し、または第一駆動システム１００１および第二駆動システム１０
０２の第二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、回転動力
を出力し、対応する負荷１２０を駆動する。
【０１１５】
　（７２）システム機能７２
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、独立の発電
ユニット２０００を駆動し、発電ユニット２０００の発電エネルギーは、充放電装置１０
６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定
の負荷を含む）に電気供給する。
【０１１６】
　（７３）システム機能７３
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、負荷より、発電ユニット２０００を逆方向
駆動により生成する発電エネルギーは充放電装置１０６を充電するか、またはその他電気
エネルギーにより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給し、再生
発電のダンパーにより、負荷１２０に対してブレーキ機能を作動する。
【０１１７】
　（７４）システム機能７４
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　システムに充放電装置１０６を設け、発電ユニット２０００稼動が中止のとき、充放電
装置１０６より出力する電気エネルギーは、第一駆動システム１００１に設ける第二発電
電機ユニット１０３を駆動し、または第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット
１０３を駆動し、または第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の第
二発電電機ユニット１０３を同時に駆動し、電動機機能として稼動し、回転動力を出力し
、対応する負荷１２０を駆動する。
【０１１８】
　（７５）システム機能７５
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を閉鎖するとき、第一駆動システム１０
０１と第二駆動システム１００２間の回転動力を伝送する。
　（７６）システム機能７６
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を切り離すとき、第一駆動システム１０
０１と第二駆動システム１００２間の回転動力は伝送しない。
【０１１９】
　（７７）システム機能７７
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を閉鎖するとき、主動回転動力源１００
に連結する伝動ユニット１２９と第二駆動システム１００２間の回転動力を伝送する。
　（７８）システム機能７８
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
に連結する伝動ユニット１２９と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送を行わない
。
【０１２０】
　（７９）システム機能７９
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を閉鎖するとき、二組または二組以上の
第二駆動システム１００２間の回転動力を伝送する。
　（８０）システム機能８０
　クラッチ１３２の制御により、クラッチ１３２を切り離すとき、二組または二組以上の
第二駆動システム１００２間の回転動力を伝送しない。
【０１２１】
　前述の図１および図２～図５１に示す各システムの実施例は前述の１～８０全部または
一部の機能を有する。
　図２は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の一である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選
択により連結する伝動ユニット１２９を駆動し、および選択により設置するクラッチ１０
２により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、クラッチ１１２および選択により設置
する変速ユニット１０９を介して、対応の負荷１２０を駆動し第一駆動システム１００１
を構成する。
【０１２２】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９、対応の負荷１２０
を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１２３】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または駆動する第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッチ１３２の
入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動力源の第二発
電電機ユニット１０３の回転部、または連結するクラッチ１２２出力端、または選択によ
り設置する変速ユニット１０９出力端、または第二駆動システム１００２の負荷１２０を
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駆動する入力端に連結し、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回
転動力伝送状況を制御する。
【０１２４】
　図３は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の２である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選
択により連結する伝動ユニット１２９を駆動し、および選択により設置するクラッチ１０
２により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、クラッチ１１２および選択により設置
する変速ユニット１０９を介して、対応の負荷１２０を駆動し第一駆動システム１００１
を構成する。
【０１２５】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９に連結し、対応の負
荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１２６】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または駆動する第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッチ１３２の
入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動力源とする第
二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または選択により設置する変速ユニット１
０９出力端、または第二駆動システム１００２の負荷１２０を駆動する入力端、第一駆動
システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１２７】
　図４は本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロッ
ク図の３である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選択
により連結する伝動ユニット１２９を駆動し、選択により設けるクラッチ１０２に供給し
、第一発電電機ユニット１０１を駆動した上、クラッチ１１２および選択に設ける変速ユ
ニット１０９を介し、対応の負荷１２０を駆動し、第一駆動システム１００１を構成する
。
【０１２８】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９、対応の負荷１２０
を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１２９】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または駆動する第一発電電機ユニット１
０１の回転部をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動
システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３回転部、または連結するクラッチ
１２２出力端、あるいは選択により設置する変速ユニット１０９出力端、もしくは第二駆
動システム１００２より駆動する負荷１２０の入力端に連結し、第一駆動システム１００
１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１３０】
　図５は本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロッ
ク図の４である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選択
により連結する伝動ユニット１２９を駆動し、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、さ
らに、クラッチ１１２、選択により設置する変速ユニット１０９を介して対応の負荷１２
０を駆動し、第一駆動システム１００１を構成する。
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【０１３１】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
置する変速ユニット１０９対応の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成
する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１３２】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または駆動する第一発電電機ユニット１
０１の回転部をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動
システム１００２動力源とする第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または選
択により設置する変速ユニット１０９出力端、または第二駆動システム１００２の負荷１
２０を駆動する入力端、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転
動力伝送状況を制御する。
【０１３３】
　図６は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の５である。その構成では主動回転動力源１００が駆動する負荷１２０の出力端の
同じ側と異なる軸、または異なる側と同じ軸、あるいは異なる側と異なる軸の位置は、選
択により設ける変速ユニット１０９、および選択により設置するクラッチ１０２、組み合
わせる第一発電電機ユニット１０１に連結し、独立の発電ユニット２０００を構成する。
主動回転動力源１００は回転動力出力の回転部を選択により設置する伝動ユニット１２９
および選択により設置するクラッチ１１２および選択により設置する変速ユニット１０９
に連結し、対応の負荷１２０を駆動し第一駆動システム１００１を構成する。
【０１３４】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９、対応の負荷１２０
を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。前述の第一駆動システム１００１およ
び第二駆動システム１００２の制御により、直列／並列式混合二動力駆動システムを構成
する。
【０１３５】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１１２出力回転
動力の回転部、または選択により設置される変速ユニット１０９出力端、または駆動する
第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３
２の出力端は、第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３回転部、
または連結するクラッチ１２２出力端、あるいは選択により設置する変速ユニット１０９
出力端、もしくは第二駆動システム１００２より駆動する負荷１２０の入力端に連結し、
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する
。
【０１３６】
　図７は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の６である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選
択により連結する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２、およ
び選択により設置する変速ユニット１０９により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し
、さらに、非同軸に設置する変速ユニット１０９およびクラッチ１１２および選択により
設置する変速ユニット１０９により、対応の負荷１２０を駆動し、第一駆動システム１０
０１を構成する。
【０１３７】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９、対応の負荷１２０
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を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１３８】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または選択により設置される変速ユニット１０９出力端、または駆動する
第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３
２の出力端は、第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３回転部、
または連結するクラッチ１２２出力端、あるいは選択により設置する変速ユニット１０９
出力端、もしくは第二駆動システム１００２より駆動する負荷１２０の入力端に連結し、
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する
。
【０１３９】
　図８は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の７である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選
択により連結する伝動ユニット１２９を駆動し、および選択により設置するクラッチ１０
２、変速ユニット１０９第一発電電機ユニット１０１を駆動し、第一発電電機ユニット１
０１の回転部は、伝動ユニット１２９を介して、回転動力を二つまたは二つ以上のクラッ
チ１１２、およびそれぞれ選択により設置する変速ユニット１０９に伝送し、対応の負荷
１２０をそれぞれ駆動し、それぞれの第一駆動システム１００１構成する。
【０１４０】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
として、選択により設置するクラッチ１２２、および選択によりそれぞれに設置する変速
ユニット１０９それぞれに対応する負荷１２０を駆動して、二つまたは二つ以上の第二駆
動システム１００２を構成する。
【０１４１】
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または選択により設置する変速ユニット１０９出力端、または駆動する第
一発電電機ユニット１０１の回転部で複数出力の伝動ユニット１２９の入力端を駆動し、
伝動ユニット１２９の各出力端は、クラッチ１３２により、第二駆動システム１００２動
力源の二つまたは二つ以上第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、またはそれぞ
れに連結するクラッチ１２２の出力端、またはそれぞれ選択により設置する変速ユニット
１０９出力端、または第二駆動システム１００２よりそれぞれに駆動する負荷１２０の入
力端に連結し、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送
状況を制御する。
【０１４２】
　図９は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロ
ック図の８である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、選
択により設置する複数出力軸の伝動ユニット１２９に連結し、各出力軸はそれぞれに合わ
せて二つまたは二つ以上選択により設置するクラッチ１０２および変速ユニット１０９に
連結し、二つまたは二つ以上それぞれに設置する第一発電電機ユニット１０１、および二
つまたは二つ以上それぞれに設置するクラッチ１１２、それぞれに選択により設置する変
速ユニット１０９、対応する負荷１２０を駆動し、それぞれに第一駆動システム１００１
を構成する。
【０１４３】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
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として、選択により設置するクラッチ１２２、および選択によりそれぞれに設置する変速
ユニット１０９、それぞれに対応する負荷１２０を駆動して、二つまたは二つ以上の第二
駆動システム１００２を構成する。
【０１４４】
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結により複数出力軸の伝動ユニット１２９の各出力端、またはそれぞれに連
結するクラッチ１０２出力回転動力の回転部、またはそれぞれ選択により設置する変速ユ
ニット１０９の各出力端、またはそれぞれに駆動する第一発電電機ユニット１０１の回転
部、クラッチ１３２の入力端それぞれに連結し、各クラッチ１３２の出力端は第二駆動シ
ステム１００２動力源として、各第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または
それぞれに連結するクラッチ１２２の出力端、またはそれぞれ選択により設置する変速ユ
ニット１０９出力端、または第二駆動システム１００２よりそれぞれに駆動する負荷１２
０の入力端に連結し、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動
力伝送状況を制御する。
【０１４５】
　図１０は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の９である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部、
選択により連結する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２およ
び変速ユニット１０９に連結し、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、さらに、選択に
より設置する変速ユニット１０９、クラッチ１１２、差動変速ユニット１０９を介して、
差動変速ユニット１０９の二つの出力端に対応する負荷１２０を駆動し、第一駆動システ
ム１００１を構成する。
【０１４６】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
として、選択により設置する変速ユニット１０９はそれぞれに対応する負荷１２０を駆動
して、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１４７】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または選択により設置する変速ユニット１０９の出力端、または駆動する
第一発電電機ユニット１０１の回転部は、クラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１
３２の出力端は、差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二
つの出力端は、第二駆動システム１００２動力源として、二つのそれぞれに設置する第二
発電電機ユニット１０３の回転部にそれぞれ連結し、第一駆動システム１００１と第二駆
動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１４８】
　図１１は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１０である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部
、選択により連結する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２お
よび変速ユニット１０９に連結し、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、第一発電電機
ユニット１０１の回転により選択により設置する変速ユニット１０９およびクラッチ１１
２に連結し、差動変速ユニット１０９両出力端に対応する負荷１２０を駆動し、第一駆動
システム１００１を構成する。
【０１４９】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
として、選択により設ける変速ユニット１０９、クラッチ１２２、差動変速ユニット１０
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９を介して、差動変速ユニット１０９の二つの出力端に対応する負荷１２０を駆動し、第
二駆動システム１００２を構成する。
【０１５０】
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。さらに、必要により第一駆動システム１０
０１の主動回転動力源１００の回転動力出力端、または連結する伝動ユニット１２９出力
端、または連結するクラッチ１０２の回転動力出力回転部、または選択により設置する変
速ユニット１０９の入力端、または駆動する第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラ
ッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動
力源とする第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または選択により設置する変
速ユニット１０９出力端、または連結するクラッチ１２２出力端、またはクラッチ１２２
と負荷１２０を駆動する差動変速ユニット１０９入力端、第一駆動システム１００１と第
二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１５１】
　図１２は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１１である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部
、選択により連結する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２お
よび変速ユニット１０９に連結し、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、第一発電電機
ユニット１０１の回転により選択により設置する変速ユニット１０９およびクラッチ１１
２に連結し、選択により設置する多出力端の伝動ユニット１２９に連結し、多出力入端の
伝動ユニット１２９として、補助発電電機ユニット１０１０に連結し、およびクラッチ１
２２を介して、選択により設置する変速ユニット１０９に連結し、対応する負荷１２０を
駆動して、第一駆動システム１００１を構成する。第二発電電機ユニット１０３は、第二
駆動システム１００２の動力源として、選択により設ける変速ユニット１０９に連結し、
対応の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。本実施形態では、補
助発電電機ユニットは、発電機またはモータとして機能することができる回転電機である
。
【０１５２】
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。さらに、必要により第一駆動システム１０
０１の主動回転動力源１００の回転動力出力端、または連結する伝動ユニット１２９出力
端、または連結するクラッチ１０２の回転動力出力回転部、または選択により設置する変
速ユニット１０９入力端、または駆動する第一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッ
チ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動力
源とする第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または選択により設置する変速
ユニット１０９出力端、または第二駆動システム１００２の負荷１２０を駆動する入力端
、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御す
る。
【０１５３】
　図１３は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１２である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力を出力する回転部
、選択により連結する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２お
よび変速ユニット１０９に連結し、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、第一発電電機
ユニット１０１の回転により選択により設置する変速ユニット１０９およびクラッチ１１
２に連結し、選択により設置する多出力入端の伝動ユニット１２９に連結し、多出力入端
の伝動ユニット１２９として、補助発電電機ユニット１０１０に連結し、およびクラッチ
１２２を介して、差動変速ユニット１０９に連結し、差動変速ユニット１０９の両出力端
は、対応する負荷１２０を駆動して、第一駆動ユニット１００１を構成する。
【０１５４】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
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として、選択により設置する変速ユニット１０９に連結し、各対応の負荷１２０を駆動し
、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１５５】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１０２の回転動
力出力回転部、または選択により設置する変速ユニット１０９入力端、または駆動する第
一発電電機ユニット１０１の回転部をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２
の出力端は、差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二つの
出力端は、第二駆動システム１００２動力源二つのそれぞれに設置する第二発電電機ユニ
ット１０３の回転部にそれぞれに連結し、第一駆動システム１００１と第二駆動システム
１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１５６】
　図１４は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１３である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力出力端を同じ側で
異なる軸、異なる側で同じ軸、または異なる側で異なる軸の複数出力端構造を形成し、選
択により設置する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２を第一
発電電機ユニット１０１に連結し、発電ユニット２０００を構成する。
【０１５７】
　主動回転動力源１００の回転動力のいずれかの出力端により、選択により設置する伝動
ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１１２および選択により設置する変
速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前述の発電ユニット２０００と
合わせて第一駆動システム１００１を構成する。
【０１５８】
　第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２動力源のとき、選択により設
けるクラッチ１２２、および選択により設置する変速ユニット１０９、対応の負荷１２０
を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の制御により、直列
／並列式混合二動力駆動システムを構成する。
【０１５９】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１１２出力回転
動力の回転部、または選択により設置する変速ユニット１０９出力端、または負荷１２０
を駆動する入力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二
駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３回転部、または連結するクラ
ッチ１２２出力端、あるいは選択により設置する変速ユニット１０９出力端、もしくは第
二駆動システム１００２より駆動する負荷１２０の入力端に連結し、第一駆動システム１
００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１６０】
　図１５は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１４である。その構成では主動回転動力源１００の回転動力出力端を同じ側で
異なる軸、異なる側で同じ軸、または異なる側で異なる軸の複数出力端構造を形成し、選
択により設置する伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２を第一
発電電機ユニット１０１に連結し、発電ユニット２０００を構成する。
【０１６１】
　および主動回転動力源１００の回転動力出力端のいずれかを選択により設置する伝動ユ
ニット１２９、および選択により設置するクラッチ１１２および選択により設置する差動
変速ユニット１０９に連結し、差動変速ユニット１０９二つの出力端に対応する負荷１２
０を駆動し、前述の発電ユニット２０００と合わせて第一駆動システム１００１を構成す
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る。
【０１６２】
　二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２動力源
として、選択により設置する変速ユニット１０９に連結し、各対応の負荷１２０を駆動し
、第二駆動システム１００２を構成する。
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
【０１６３】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９出力端、または連結するクラッチ１１２出力回転
動力の回転部、または差動変速ユニット１０９出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し
、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２の差動変速ユニット１０９の入
力端に連結し、二つの第二駆動システム１００２動力源として、第二発電電機ユニット１
０３の回転部、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送
状況を制御する。
【０１６４】
　図１６は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１５である。図１７は本発明の直列／並列式混合二動力駆動システムの分離式
実施例を示すブロック図の１６である。図１６および図１７の実施例は、第一駆動システ
ム１００１と第二駆動システム１００２より構成し、その第一駆動システム１００１の構
造は、主動回転動力源１００の回転動力出力の回転部は選択により設置する伝動ユニット
１２９に連結し、および遊星ギアセット８０１の遊星ギア８０３に連結し、第一発電電機
ユニット１０１の回転部は、遊星ギアセット８０１の太陽歯車８０２に連結し、第一発電
電機ユニット１０１の回転部と静部との間は、制御ユニット１０４の制御により、選択に
より電動機機能として稼動し、回転動力を出力し、または発電機機能として、外部に電気
エネルギーを出力するときダンパー機能を生成し、ダンパーの働きにより、主動回転動力
源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力し、または制御ユニット１０４を制御
し、第一発電電機ユニット１０１の静部と回転部間の電磁ロックを機能し、電磁ロック機
能は、選択によりブレーキ９０２に代わることができる。第一発電電機ユニット１０１回
転部はブレーキ９０２回転側に連結し、ブレーキ９０２の静止側は機体または第一発電電
機ユニット１０１の静部に固定し、第一発電電機ユニット１０１をロックし、主動回転動
力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力する。
【０１６５】
　さらに、システムの主動回転動力源１００により第一発電電機ユニット１０１を駆動し
、発電機機能として稼動するとき、ブレーキ９０１を取付け、前述の遊星ギアセット８０
１の外周歯車８０４は、クラッチ１１２の入力端およびブレーキ９０１の回転側に連結し
、ブレーキ９０１静止側は機体に固定しクラッチ１１２の他端は図１６示すように直接、
または選択により設置する変速ユニット１０９對外出力負荷１２０を駆動する。または図
１７に示す実施例において、クラッチ１１２の他端は差動変速ユニット１０９の入力端に
連結し、差動変速ユニット１０９の二つの差動出力端各対応の負荷１２０を駆動し、第一
駆動システム１００１を構成する。
【０１６６】
　前述第一駆動システム１００１の第二発電電機ユニット１０３は設置または設置しない
ことを選択できる。もし、システムの第一駆動システム１００１に選択により第二発電電
機ユニット１０３を取り付けたとき、図１６の実施例において、第二発電電機ユニット１
０３は直接または選択により設置する変速ユニット１０９を介して負荷１２０に連結し、
図１７の実施例において、クラッチ１１２より駆動する差動変速ユニット１０９の入力端
に連結し、クラッチ１１２とブレーキ９０１は個別に取り付けるか、または一体化した構
造とする。
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【０１６７】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置に連結し、一つまたは一つ以上の負荷
１２０を駆動する。または選択により第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユ
ニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の差動出力端は各対応の負荷１
２０を駆動し、以上の構造により、第二駆動システム１００２を構成する。
【０１６８】
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
　図１６および図１７の実施例における主な機能は以下のものを含む。第一駆動システム
１００１の稼動機能において、ブレーキ９０１閉鎖、クラッチ１１２切り離しのとき、外
周歯車８０４はロックされ、主動回転動力源１００は遊星ギア８０３を介して太陽歯車８
０２を単独に駆動し、第一発電電機ユニット１０１を連動させ、発電機機能として稼動し
、第一駆動システム１００１に選択により設置する第二発電電機ユニット１０３を駆動し
、または第二駆動システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、
または第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２に取り付ける第二発電電機
ユニット１０３を同時に駆動し、直列混合動力稼動として出力しまたは充放電装置１０６
を充電機能として稼動しまたは二つの機能を同時に稼動する。
【０１６９】
　または第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーと充放電装置１０６の電気エネル
ギーにより、第一駆動システム１００１に取り付ける第二発電電機ユニット１０３を同時
に駆動するか、または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を
共同に駆動し、または二つのシステムを駆動する第二発電電機ユニット１０３を合わせて
駆動する。
【０１７０】
　第一駆動システム１００１に取り付ける第二発電電機ユニット１０３、および第二駆動
システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０３は、クラッチ１１２閉鎖のと
き、充放電装置１０６の電気エネルギーと主動回転動力源１００の回転動力と合わせて、
負荷１２０を共同に駆動する。
【０１７１】
　クラッチ１１２を切り離し、主動回転動力源１００により第一発電電機ユニット１０１
を駆動し発電機として稼動するとき、第二発電電機ユニット１０３は第一発電電機ユニッ
ト１０１の発電エネルギーは、制御ユニット１０４の制御により、直列式混合動力の稼動
を制御する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは制御ユニット１０４の制御により、第二発
電電機ユニット１０３を単独に駆動し、電動機機能として稼動する。
【０１７２】
　または第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーと充放電装置１０６の電気エネル
ギーは、制御ユニット１０４の制御により、第二発電電機ユニット１０３を共同に制御し
、電動機機能として稼動する。
　さらに、第二発電電機ユニット１０３をブレーキによる再生発電機能として稼動し、再
生発電エネルギーで充放電装置１０６を充電するかまたはその他電気エネルギで駆動する
負荷に電気供給する。
【０１７３】
　第一駆動システム１００１の選択により設置する第二発電電機ユニット１０３の回転部
と負荷１２０の間には直接、または選択により設置する変速ユニット１０９またはその他
伝動装置を取り付けて、一つまたは一つ以上の負荷１２０を駆動するか、または選択によ
り第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差
動変速ユニット１０９の二つの差動出力端は各対応の負荷１２０を駆動し、前述の第一駆
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動システム１００１の構成および対応の負荷１２０を駆動する。
【０１７４】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、図１６に示す第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機
ユニット１０３の回転部に連結し、または選択により設置する変速ユニット１０９の出力
端に連結する。または図１７に示す第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニ
ット１０３の回転部に連結し、または選択により設置するシステム１００２に連結し、二
つまたは二つ以上の負荷１２０に連結する差動変速ユニット１０９入力端に連絡し、第一
駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０１７５】
　図１８は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１７である。第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２より構成
し、その第一駆動システム１００１の構造では、主動回転動力源１００の回転動力出力の
回転部は選択により設置する伝動ユニット１２９に連結し、および遊星ギアセット８０１
の遊星ギア８０３に連結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部は、遊星ギアセット８
０１の太陽歯車８０２に連結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部と静部との間は、
制御ユニット１０４の制御により、選択により電動機機能として稼動し、回転動力を出力
し、または発電機機能として、外部に電気エネルギーを出力するときダンパー機能を生成
し、ダンパーの働きにより、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して
出力し、または制御ユニット１０４を制御し、第一発電電機ユニット１０１の静部と回転
部間の電磁ロックを機能し、電磁ロック機能は、選択によりブレーキ９０２に代わること
ができる。第一発電電機ユニット１０１回転部はブレーキ９０２回転側に連結し、ブレー
キ９０２の静止側は機体または第一発電電機ユニット１０１の静部に固定し、第一発電電
機ユニット１０１をロックし、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介し
て出力する。
【０１７６】
　さらに、システムの主動回転動力源１００により第一発電電機ユニット１０１を駆動し
、発電機機能として稼動するとき、ブレーキ９０１を設けて、前述の遊星ギアセット８０
１の外周歯車８０４はクラッチ１１２の入力端に連結し、ブレーキ９０１の回転側に連結
する。ブレーキ９０１静止側は機体に固定し、クラッチ１１２他端は直接、または選択に
より設置する変速ユニット１０９に連結し、外部に出力する負荷１２０を駆動する。
【０１７７】
　前述の第一駆動システム１００１は第二発電電機ユニット１０３の設置または設置しな
いことを選択でき、システムの第一駆動システム１００１は選択により第二発電電機ユニ
ット１０３を設けるとき、第二発電電機ユニット１０３は直接または選択により設置する
変速ユニット１０９を介して、負荷１２０に連結し、またはクラッチ１１２駆動の差動変
速ユニット１０９入力端に連結し、クラッチ１１２とブレーキ９０１は個別に取り付ける
か、または一体化した構造とする。
【０１７８】
　第二駆動システム１００２は二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を動力
源として、選択により設置する差動変速ユニット１０９またはその他伝動装置にそれぞれ
に連結し、各連結の負荷１２０をそれぞれに駆動する。前述の構造により、第二駆動ユニ
ット１００２を構成する。
【０１７９】
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
　図１８の実施例における主な機能は以下のものを含む。第一駆動システム１００１の稼
動機能において、ブレーキ９０１閉鎖、クラッチ１１２切り離しのとき、外周歯車８０４



(36) JP 6208809 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

はロックされ、主動回転動力源１００は遊星ギア８０３を介して太陽歯車８０２を単独に
駆動し、第一発電電機ユニット１０１を連動させ、発電機機能として稼動し、第一駆動シ
ステム１００１に選択により設置する第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第二
駆動システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第一駆
動システム１００１と第二駆動システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０
３を同時に駆動し、直列混合動力稼動として出力しまたは充放電装置１０６充電機能とし
て稼動しまたは二つの機能を同時に稼動する。
【０１８０】
　または第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーと充放電装置１０６の電気エネル
ギーにより、第一駆動システム１００１に取り付ける第二発電電機ユニット１０３を同時
に駆動するか、または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を
共同に駆動し、または二つのシステムを駆動する第二発電電機ユニット１０３を合わせて
駆動する。
【０１８１】
　第一駆動システム１００１に取り付ける第二発電電機ユニット１０３、および第二駆動
システム１００２に取り付ける第二発電電機ユニット１０３は、クラッチ１１２閉鎖のと
き、充放電装置１０６の電気エネルギーと主動回転動力源１００の回転動力と合わせて、
負荷１２０を共同に駆動する。
【０１８２】
　クラッチ１１２は切り離し、ブレーキ９０１もロック状態、ブレーキ９０２は切り離し
状態のとき、主動回転動力源１００は遊星ギアセット８０１を介して、第一発電電機ユニ
ット１０１を駆動し、発電機として稼動し、第二発電電機ユニット１０３は第一発電電機
ユニット１０１の発電エネルギーにより直列式混合動力を稼動し、または充放電装置１０
６の電気エネルギーは、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能で稼動し、または
第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギーと充放電装置１０６の電気エネルギーは、
制御ユニット１０４の制御により、第二発電電機ユニット１０３を共同に制御し、電動機
機能として稼動する。
【０１８３】
　さらに、第二発電電機ユニット１０３をブレーキによる再生発電機能として稼動し、再
生発電エネルギーで充放電装置１０６を充電するかまたはその他電気エネルギで駆動する
負荷に電気供給する。
　第一駆動システム１００１の選択により設置する第二発電電機ユニット１０３の回転部
と負荷１２０の間には直接、または選択により設置する変速ユニット１０９またはその他
伝動装置を取り付けて、一つまたは一つ以上の負荷１２０を駆動するか、または選択によ
り第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差
動変速ユニット１０９の二つの差動出力端は各対応の負荷１２０を駆動し、前述の第一駆
動システム１００１の構成および対応の負荷１２０を駆動する。
【０１８４】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、選択により設置する第二駆動システム１００２に連結し、二つ
または二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の差動変速ユニット１０９入力端に連結し
、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御す
る。
【０１８５】
　図１９は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の１８である。図１９の実施例において、第一駆動システム１００１および第二
駆動システム１００２の構造は図１６の実施例と同じである。図２０は、本発明の直列／
並列式混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブロック図の１９である。図２０の
実施例において、第一駆動システム１００１および第二駆動システム１００２の構造は図
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１７の実施例と同じである。ただし、クラッチ１３２の入力端は、第一駆動システム１０
０１に設ける第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または第二発電電機ユニッ
ト１０３に設ける変速ユニット１０９の入力端または出力端、クラッチ１３２の出力端は
、第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３の回転部、または第二
発電電機ユニット１０３回転部選択により設置する変速ユニット１０９または差動変速ユ
ニット１０９入力端に連結し、前述のクラッチ１３２は選択により設けることができ、第
一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態を制御する
。主動回転動力源１００出力端は選択により設置する変速ユニット１０９を介して、遊星
ギアセット８０１の遊星ギア８０３を駆動する。
【０１８６】
　図２１は、本発明の分離式直列／並列混合二動力駆動システムの分離式実施例を示すブ
ロック図の２０である。図２１の実施例において、第一駆動システム１００１および第二
駆動システム１００２の構造は図１８の実施例と同じである。ただし、異なるところとし
て、クラッチ１３２の入力端は、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電機ユニッ
ト１０３の回転部、または第二発電電機ユニット１０３に設ける変速ユニット１０９の入
力端または出力端、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２の差動変速ユ
ニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の二つの出力端は、第二駆動シ
ステム１００２動力源の二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部にそ
れぞれ連結する。前述のクラッチ１３２は選択により設けることができ、第一駆動システ
ム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態を制御する。主動回転動
力源１００の出力端は、選択により設置する変速ユニット１０９を介して、遊星ギアセッ
ト８０１の遊星ギア８０３を駆動する。
【０１８７】
　前述の図１６、１７、１８、１９、２０、２１に示す実施例のうち、第一駆動システム
１００１に取り付ける遊星ギアセットの差動機能は、原理、機能が同じで、構造形態が異
なる回転歯車セット１０３０による構成でもよい。
　図２２は、差動歯車セットを図１６の遊星ギアセットに代えて設けた分離式実施例を示
すブロック図の２１である。図２３は、差動歯車セットを図１７の遊星ギアセットに代え
て設けた分離式実施例を示すブロック図の２２である。図２２および図２３の実施例では
、回転歯車セット１０３０を遊星ギアセット８０１に代えて設け、回転歯車セット１０３
０の三つの出力入端のうち、第一出力入端５０１は第一出入力ギアセット５１１、および
主動回転動力源１００回転動力の出力端に連結し、または選択により設置する伝動ユニッ
ト１２９に連結し、伝動ユニット１２９は主動回転動力源１００より駆動するとき、第二
出力入端５０２は第一発電電機ユニット１０１およびブレーキ９０２、第二出入力ギアセ
ット５１２に連結し、第一出入力ギアセット５１１および第二出入力ギアセット５１２は
、差動歯車セット５１３０に連結し、旋回アーム５１３１により、出力歯車セット５１３
２および第三出入力ギアセット５１３を牽引し、第三出入力ギアセット５１３より第三出
力入端５０３および連結するブレーキ９０１の回転部およびクラッチ１１２を駆動し、ク
ラッチ１１２の他端は、図２２に示すように直接または選択により設置する変速ユニット
１０９負荷１２０を駆動する。さらに、図２３に示す実施例において、クラッチ１１２の
他端は差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の差動出力端
は各対応の負荷１２０を駆動し、第一駆動システム１００１を構成する。
【０１８８】
　前述の第一駆動システム１００１は第二発電電機ユニット１０３を設置または設置しな
いことを選択できる。もし、第二発電電機ユニット１０３を選択により設置するとき、図
２２に示す実施例において、第二発電電機ユニット１０３は直接または選択により設置す
る変速ユニット１０９を介して負荷１２０に連結する。図２３の実施例において、クラッ
チ１１２により駆動する差動変速ユニット１０９の入力端に連結する。
【０１８９】
　第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３が第二駆動システム１００２
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の動力源のとき、選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置に連結し
、一つまたは一つ以上の負荷１２０を駆動する。または選択により第二発電電機ユニット
１０３の回転部を差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の
二つの差動出力端より出力し各対応の負荷１２０を駆動する。以上の構造により、第二駆
動システム１００２を構成する。
【０１９０】
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
　図２２および図２３の実施例における主な機能は以下のものを含む。クラッチ１１２を
切り離し、ブレーキ９０１を閉鎖し、ブレーキ９０２は切り離し状態のとき、主動回転動
力源１００は回転歯車セット１０３０により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し発電
機として稼動し、その発電エネルギーは制御ユニット１０４の制御により、第一駆動シス
テム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または第二駆動システム１
００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、または両者を同時に駆動し、電動
機機能として負荷１２０を駆動し、直列混合式混合動力機能として稼働する。
【０１９１】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、前述の第二発電電機ユニット１０３は、第
一発電電機ユニット１０１および充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユ
ニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け
入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
【０１９２】
　ブレーキ９０１を切り離し、ブレーキ９０２を閉鎖し、クラッチ１１２は閉鎖のとき、
前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制
御ユニット１０４の制御により、電動機機能として、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて負荷１２０を駆動する。
【０１９３】
　ブレーキ９０１を切り離し、ブレーキ９０２を閉鎖し、クラッチ１１２は閉鎖のとき、
主動回転動力源１００の回転動力により、負荷１２０を駆動する。
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は動力エネルギーを回収する再生発電を充放
電装置１０６を充電しまたはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０に電気供
給する。
【０１９４】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、図２２に示す第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機
ユニット１０３の回転部に連結し、または選択により設置する変速ユニット１０９の出力
端に連結する。または図２３に示す第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニ
ット１０３の回転部に連結し、または選択により設置するシステム１００２に連結し、二
つまたは二つ以上の負荷１２０に連結する差動変速ユニット１０９入力端に連絡し、第一
駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０１９５】
　図２４は、差動歯車セットを図１８に示す遊星ギアセットに代えて設けた分離式の実施
例を示すブロック図の２３である。図２４中回転歯車セット１０３０を遊星ギアセット８
０１に代えて設け、回転歯車セット１０３０の三つの出力入端のうち、第一出力入端５０
１は第一出入力ギアセット５１１、および主動回転動力源１００回転動力の出力端に連結
し、または選択により設置する伝動ユニット１２９に連結し、伝動ユニット１２９は主動
回転動力源１００より駆動するとき、第二出力入端５０２は第一発電電機ユニット１０１
およびブレーキ９０２、第二出入力ギアセット５１２に連結し、第一出入力ギアセット５
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１１および第二出入力ギアセット５１２は、差動歯車セット５１３０に連結し、旋回アー
ム５１３１により、歯車セット５１３２および第三出入力ギアセット５１３を牽引し、第
三出入力ギアセット５１３より第三出力入端５０３および連結するブレーキ９０１の回転
部およびクラッチ１１２を駆動し、クラッチ１１２の他端は直接または選択により設置す
る変速ユニット１０９の負荷１２０を駆動するか、またはクラッチ１１２の他端は差動変
速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の差動出力端は各対応の負
荷１２０を駆動し、第一駆動システム１００１を構成する。第一駆動システム１００１は
第二発電電機ユニット１０３を設置または設置しないことを選択でき、もし、第二発電電
機ユニット１０３を選択により設置するとき、第二発電電機ユニット１０３はクラッチ１
１２またはクラッチ１１２により駆動する差動変速ユニット１０９入力端に連結する。
【０１９６】
　第二駆動システム１００２は二つ又は二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を動力源
とし、選択により設置する変速ユニット１０９にそれぞれ連結するか、またはその他伝動
装置に連結し、それぞれに連結する負荷１２０を駆動し、以上の構造により、第二駆動シ
ステム１００２を構成する。
【０１９７】
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
　図２４の実施例における主な機能は以下のものを含む。クラッチ１１２を切り離し、ブ
レーキ９０１を閉鎖し、ブレーキ９０２は切り離し状態のとき、主動回転動力源１００は
回転歯車セット１０３０により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し発電機として稼動
し、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３、または第二駆動シ
ステム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３は、共同にまたはそのいずれかが第
一発電電機ユニット１０１発電エネルギーを受け入れ、制御ユニット１０４の制御により
、電動機機能として負荷１２０を駆動し、直列混合式動力機能を構成し稼働する。
【０１９８】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、前述の第二発電電機ユニット１０３は、第
一発電電機ユニット１０１および充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユ
ニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。または前述の第
二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユニッ
ト１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
【０１９９】
　ブレーキ９０１を切り離し、ブレーキ９０２を閉鎖し、クラッチ１１２は閉鎖のとき、
前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制
御ユニット１０４の制御により、電動機機能として、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて負荷１２０を駆動する。
【０２００】
　ブレーキ９０１を切り離し、ブレーキ９０２を閉鎖し、クラッチ１１２は閉鎖のとき、
主動回転動力源１００の回転動力により、負荷１２０を駆動する。
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は動力エネルギーを回収する再生発電により
充放電装置１０６を充電しまたはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０に電
気供給する。
【０２０１】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、選択により設置する第二駆動システム１００２に連結し、二つ
または二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の差動変速ユニット１０９入力端に連結し
、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御す
る。
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【０２０２】
　図２５は、差動歯車セットを図１９に示す遊星ギアセットに代えて設ける分離式実施例
を示すブロック図の２４であり、図２５の実施例において、第一駆動システム１００１お
よび第二駆動システム１００２の構造は図２２に示す実施例と同じである。図２６は、差
動歯車セットを図２０に示す遊星ギアセットに代えて設けた分離式実施例を示すブロック
図の２５であり、図２５の実施例において、第一駆動システム１００１および第二駆動シ
ステム１００２の構造は図２３に示す構造と同じである。ただし、異なるところとしてク
ラッチ１３２の入力端は第一駆動システム１００１に設ける第二発電電機ユニット１０３
の回転部に連結し、または第二発電電機ユニット１０３に設ける変速ユニット１０９の入
力端または出力端に連結する。クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動
力源の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、または第二発電電機ユニット１０
３回転部の選択により設置する変速ユニット１０９、または差動変速ユニット１０９の入
力端に連結する。前述のクラッチ１３２は選択により設けることができ、第一駆動システ
ム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態を制御する。主動回転動
力源１００出力端は選択により設置する変速ユニット１０９を介して、遊星ギアセット８
０１の遊星ギア８０３を駆動する。
【０２０３】
　図２７は、差動歯車セットを図２１に示す遊星ギアセットに代えて設けた分離式実施例
を示すブロック図の２６である。図２７の実施例において、第一駆動システム１００１お
よび第二駆動システム１００２の構造は図２４に示す実施例と同じである。ただし、異な
るところとしてクラッチ１３２の入力端は、第一駆動システム１００１に設ける第二発電
電機ユニット１０３の回転部に連結し、または第二発電電機ユニット１０３に設ける変速
ユニット１０９の入力端または出力端に連結する。クラッチ１３２の出力端は、第二駆動
システム１００２の差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９
二つの出力端は、第二駆動システム１００２動力源の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３の回転部にそれぞれ連結する。前述のクラッチ１３２は選択により設ける
ことができ、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送
状態を制御する。主動回転動力源１００出力端は選択により設置する変速ユニット１０９
により、遊星ギアセット８０１の遊星ギア８０３を駆動する。
【０２０４】
　図１６、１７、１８、１９、２０、２１に示す実施例において、第一駆動ユニット１０
０１に設ける遊星ギアセットの差動機能は機能が同じで、構造が異なる二動力式発電電機
ユニットに代えることができる。
　図２８は、二動力式発電電機ユニットを図１６に示す遊星ギアセットに代えて設けた分
離式実施例を示すブロック図の２７である。図２９は、二動力式発電電機ユニットを図１
６に示す遊星ギアセットに代えて設けた分離式実施例を示すブロック図２８である。図２
８および図２９の実施例において、主動回転動力源１００の回転動力出力回転部は伝動ユ
ニット１２９、および選択により設置するクラッチ１０２および変速ユニット１０９に連
結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部を駆動する。第一駆動システム１００１に二
動力式発電電機ユニット１０４０を設け、二動力式発電電機ユニット１０４０は交流また
は直流、ブラシレスまたはブラシ付き、同期または非同期の二動力式電機より構成し、円
筒状または皿状または円錐体構造にしても良い。その構成は、第一回転部１０４１および
第二回転部１０４２を含む。第一回転部１０４１と第二回転部１０４２の間に、クラッチ
１２２制御装置を設け、第一回転部１０４１はブレーキ９０１の回転部に連結した上、ク
ラッチ１１２を介して第一発電電機ユニット１０１の回転部に連結する。ブレーキ９０１
静止側は機体に固定し二動力式発電電機ユニット１０４０の第二回転部１０４２は、図２
８の実施例に示す直接または選択により設置する変速ユニット１０９負荷を駆動するか、
または図２９に示す二動力式発電電機ユニット１０４０の第二回転部１０４２を差動変速
ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の差動出力端は各対応の負荷
１２０を駆動し、第一駆動システム１００１を構成する。
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【０２０５】
　第一駆動システム１００１の第二発電電機ユニット１０３は設置しないことを選択でき
る。もし、第二発電電機ユニット１０３を選択により設置するとき、図２８の実施例にお
いて、第二発電電機ユニット１０３の回転部は直接または選択により設置する変速ユニッ
ト１０９を介して負荷１２０に連結し、図２９の実施例において、第二発電電機ユニット
１０３の回転部は第二回転部１０４２より駆動する差動変速ユニット１０９に連結する。
【０２０６】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置に連結し、一つまたは一つ以上の負荷
１２０を駆動する。または選択により第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユ
ニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９の差動出力端は各対応の負荷１
２０を駆動し、以上の構造により、第二駆動システム１００２を構成する。
【０２０７】
　またはクラッチ１３２の切り離しと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間の回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動
する。
　図２８、２９の実施例における主な機能は以下のものを含む。クラッチ１１２を切り離
し、ブレーキ９０１を閉鎖し、クラッチ１２２は切り離し状態のとき、主動回転動力源１
００より第一発電電機ユニット１０１を駆動し、発電機として稼動し、第一駆動システム
１００１の第二発電電機ユニット１０３、または第二駆動システム１００２に設ける第二
発電電機ユニット１０３、共同にまたはそのいずれが第一発電電機ユニット１０１発電エ
ネルギーを受け入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として負荷１２０を
駆動し、直列混合式動力機能を構成し稼働する。
【０２０８】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、前述の第二発電電機ユニット１０３は、第
一発電電機ユニット１０１および充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユ
ニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け
入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
【０２０９】
　またはクラッチ１０２、１１２を閉鎖し、ブレーキ９０１を切り離し、前述の第二発電
電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユニット１０
４の制御により、電動機機能として、主動回転動力源１００の回転動力と合わせて負荷１
２０を駆動する。
【０２１０】
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は動力エネルギーを回収する再生発電により
充放電装置１０６を充電しまたはその他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０に電
気供給する。
　またはクラッチ１０２、１１２、１２２を閉鎖し、ブレーキ９０１の切り離しのとき、
主動回転動力源１００の回転動力により、負荷１２０を駆動する。
【０２１１】
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、図２８に示す作第二駆動システム１００２動力源の第二発電電
機ユニット１０３の回転部、または選択により設置する変速ユニット１０９の出力端に連
結する。または図２９に示す第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１
０３の回転部に連結し、または選択により設置するシステム１００２に連結し、二つまた
は二つ以上の負荷１２０に連結する差動変速ユニット１０９入力端に連絡し、第一駆動シ
ステム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御する。
【０２１２】
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　図３０は、二動力式発電電機ユニットを図１８に示す遊星ギアセットに代えて設けた分
離式実施例を示すブロック図の２９である。図３０の実施例において、主動回転動力源１
００の回転動力出力回転部は伝動ユニット１２９、および選択により設置するクラッチ１
０２および変速ユニット１０９に連結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部を駆動す
る。第一駆動システム１００１に二動力式発電電機ユニット１０４０を設け、二動力式発
電電機ユニット１０４０は交流または直流、ブラシレスまたはブラシ付き、同期または非
同期の二動力式電機より構成し、円筒状または皿状または円錐体構造にしても良い。その
構成は、第一回転部１０４１および第二回転部１０４２を含まれる。第一回転部１０４１
と第二回転部１０４２の間に、クラッチ１２２制御装置を設け、第一回転部１０４１はブ
レーキ９０１の回転部に連結した上、クラッチ１１２を介して第一発電電機ユニット１０
１の回転部に連結する。ブレーキ９０１静止側は機体に固定し、二動力式発電電機ユニッ
ト１０４０の第二回転部１０４２は差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速
ユニット１０９の差動出力端は各対応の負荷１２０を駆動し、第一駆動システム１００１
を構成する。
【０２１３】
　第一駆動システム１００１は第二発電電機ユニット１０３の設置または設置しないこと
を選択できる。もし、第二発電電機ユニット１０３が選択により設置するとき、第二発電
電機ユニット１０３は第二発電電機ユニット１０３の回転部、または第二回転部１０４２
により駆動する差動変速ユニット１０９の入力端に連結する。
【０２１４】
　第二駆動システム１００２は二つ又は二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を動力源
とし、選択により設置する変速ユニット１０９にそれぞれ連結するか、またはその他伝動
装置に連結し、それぞれに連結する負荷１２０を駆動し、前述の構造により、第二駆動シ
ステム１００２を構成する。
【０２１５】
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
　図３０の実施例における主な機能は以下のものを含む。クラッチ１１２を切り離し、ブ
レーキ９０１を閉鎖し、クラッチ１２２を切り離し、主動回転動力源１００により第一発
電電機ユニット１０１を駆動し、発電機として稼動するとき、第一駆動システム１００１
の第二発電電機ユニット１０３、または第二駆動システム１００２に設ける第二発電電機
ユニット１０３、共同にまたはそのいずれが第一発電電機ユニット１０１発電エネルギー
を受け入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として負荷１２０を駆動し、
直列混合式動力機能を構成し稼働する。
【０２１６】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、前述の第二発電電機ユニット１０３は、第
一発電電機ユニット１０１および充放電装置１０６の電気エネルギーを受け入れ、制御ユ
ニット１０４の制御により、電動機機能として、負荷１２０を駆動する。
　またはクラッチ１０２、１１２を閉鎖し、クラッチ１２２およびブレーキ９０１切り離
し状態のとき、前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギー
を受け入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として稼働し、負荷１２０を
駆動する。
【０２１７】
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は充放電装置１０６の電気エネルギーを受け
入れ、制御ユニット１０４の制御により、電動機機能として、主動回転動力源１００の回
転動力と合わせて負荷１２０を駆動する。
　または前述の第二発電電機ユニット１０３は動力エネルギーを回収する再生発電を充放
電装置１０６充電または對その他電気エネルギーによって駆動する負荷１３０に電気供給
する。
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【０２１８】
　またはクラッチ１０２、１１２、１２２を閉鎖し、ブレーキ９０１切り離しのとき、主
動回転動力源１００の回転動力により、負荷１２０を駆動する。
　さらに、必要により第一駆動システム１００１の主動回転動力源１００の回転動力出力
端、または連結する伝動ユニット１２９の出力端をクラッチ１３２の入力端に連結し、ク
ラッチ１３２の出力端は、選択により設置する第二駆動システム１００２に連結し、二つ
または二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の差動変速ユニット１０９入力端に連結し
、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状況を制御す
る。
【０２１９】
　図３１に示すものは、本発明は二動力式発電電機ユニットにより図１９遊星ギアセット
に代わる分離式実施例ブロック図の３０、図３１の実施例において、第一駆動システム１
００１および第二駆動システム１００２の構造と図２８に同じ。図３２に示すものは、本
発明は二動力式発電電機ユニットにより図２０遊星ギアセットに代わる分離式実施例ブロ
ック図の３１、図３２の実施例において、第一駆動システム１００１および第二駆動シス
テム１００２の構造と図２９に同じ。このシステム主動回転動力源１００の出力端は、選
択により変速ユニット１０９を設け、遊星ギアセット８０１の遊星ギア８０３、選択によ
り設置するクラッチ１３２を駆動し、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１０
０２間の回転動力の伝送状態を制御する。ただし、異なるところはクラッチ１３２の入力
端は、第一駆動システム１００１選択により設置する第二発電電機ユニット１０３の回転
部、または第二発電電機ユニット１０３に設ける変速ユニット１０９の入力端または出力
端に連結する。クラッチ１３２の出力端は、第二駆動システム１００２動力源の第二発電
電機ユニット１０３の回転部に連結し、または第二駆動システム１００２の第二発電電機
ユニット１０３回転部選択により設置する変速ユニット１０９、または差動変速ユニット
１０９の入力端に連結する。
【０２２０】
　図３３に示すものは、本発明は二動力式発電電機ユニットにより図２１遊星ギアセット
に代わる分離式実施例ブロック図の３２、図３３の実施例において、第一駆動システム１
００１および第二駆動システム１００２の構造と図３０に同じ、このシステム主動回転動
力源１００の出力端は、選択により変速ユニット１０９を設け、遊星ギアセット８０１の
遊星ギア８０３、選択により設置するクラッチ１３２を駆動し、第一駆動システム１００
１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送状態を制御する。ただし、異なるところ
はクラッチ１３２の入力端は、第一駆動システム１００１に設ける第二発電電機ユニット
１０３の回転部、または第二発電電機ユニット１０３に設ける変速ユニット１０９の入力
端あるいは出力端に連結する。第二発電電機ユニット１０３の出力端は、第二駆動システ
ム１００２の差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二つの
出力端は、第二駆動システム１００２動力源として、二つ又は二つの第二発電電機ユニッ
ト１０３の回転部にそれぞれ連結する。
【０２２１】
　この分離式直列／並列混合二動力駆動システムの主動回転動力源１００は、主動回転動
力源１００出力端をクラッチ１０２０に連結し、クラッチ１０２０は人力、または機力、
または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力などにより制御するクラ
ッチ、一方向クラッチ（single way clutch）、または調整・制御可能なトルクコンバー
ターまたはその他用以供伝送または中断を制御し、機械回転動力の伝送装置より構成する
。前述のクラッチ１０２０は伝動ユニット１２９と前置駆動ユニット１０００の変速ユニ
ット１０９および負荷１２０の間に連結し、外部に回転動力を出力する前置駆動ユニット
１０００を制御し、対応の負荷１２０を駆動しおよび主動回転動力源１００により駆動す
る第一発電電機ユニット１０１の発電エネルギー、直接または制御ユニット１０４の制御
により、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、直列混合式
動力合動力機能を構成する。またはシステムを制御し、並列式混合動力駆動など主な機能
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として稼動、およびその他前述の機能１～８０の機能として稼動する。
【０２２２】
　図３４示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシステ
ムブロック概略図の１である。図３５は本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニッ
トを設けるシステムブロック概略図の２である。図３４および図３５に示すの実施例にお
いて、その主な構成は、以下のとおりである。
【０２２３】
　主動回転動力源１００の出力端は、伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、およ
び選択により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、
前置駆動ユニット１０００を構成する。
　前述のクラッチ１０２０は主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００の負荷１
２０との間の回転動力伝送状態を制御する。
【０２２４】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２２５】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
、公知の変速ユニット１０９に連結し、変速ユニット１０９に対応する一つまたは一つ以
上の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
　前述の前置駆動ユニット１０００クラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１００
により駆動する伝動ユニット１２９の出力端、または主動回転動力源１００の他端に連結
する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１０９は、図３４に
示すとおり、必要により、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギ
ア機能の変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。またはさらに、
図３５に示すとおり、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機
能、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力端に
対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２２６】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
、公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１
００２を構成する。
　第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３により駆動の変速ユニット１
０９は、図３４に示すとおり、必要により、制御可能な多段または無段変速、逆転、また
はニュトラルギアの変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。また
はさらに、図３５に示すとおり、二軸またはそれ以上の差動稼働出力端の差動変速ユニッ
ト１０９より構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０の差動稼働を駆動する。
【０２２７】
　前述の主動回転動力源１００出力端は伝動ユニット１２９により、連結するクラッチ１
０２、および選択により設置する変速ユニット１０９、および第一発電電機ユニット１０
１は、必要により、第一駆動システム１００１に連結するほか、必要により、第二駆動シ
ステム１００２に連結し、または独立に設置する。
【０２２８】
　図３４および図３５に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
ト１０００を駆動するほか、主動回転動力源１００により、第一発電電機ユニット１０１
を駆動し、発電機として稼働し、その発電エネルギーは第二駆動システム１００２に設け
る第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、シ
ステムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
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【０２２９】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０２３０】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置
１０６充電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特
定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２３１】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２３２】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは、第二駆動システム１００２の第二発電電
機ユニット１０３を駆動し、生成する回転動力は主動回転動力源１００の回転動力と合わ
せて、負荷を駆動する。
【０２３３】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　図３６に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の３である。図３６に示す実施例の主な構成は、以下のとおりである
。
【０２３４】
　主動回転動力源１００の出力端は、伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、およ
び選択により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、
前置駆動ユニット１０００を構成する。
　前述のクラッチ１０２０、主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００に対応す
る負荷１２０間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０２３５】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２３６】
　前述の前置駆動ユニット１０００クラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１００
により駆動する伝動ユニット１２９の出力端、または主動回転動力源１００の他端に連結
する。クラッチ１０２０の入力端、主動回転動力源１００より駆動する伝動ユニット１２
９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００他の出力端に連結する。クラッチ
１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１０９は、選択により、多段式また
は無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御する変速ユニット１０９より構成し
、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御するほか、二
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軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力端に対応す
る負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２３７】
　二つの第二発電電機ユニット１０３を第二駆動システム１００２の動力源として、選択
により、それぞれ連結する公知変速ユニット１０９に連結し、各対応の負荷１２０を駆動
し、第二駆動システム１００２を構成する。
　第二駆動システム１００２において、二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０
３に連結する差動変速ユニット１０９は、多段式または無段変速、逆転、ニュトラルギア
の制御機能、および二軸またはそれ以上差動稼働の出力端を設け、第二発電電機ユニット
１０３の回転部にそれぞれ連結し、さらに、各対応の負荷１２０を駆動し、差動稼働する
。
【０２３８】
　前述の主動回転動力源１００出力端は伝動ユニット１２９により、連結するクラッチ１
０２、および選択により設置する変速ユニット１０９、および第一発電電機ユニット１０
１は、必要により、第一駆動システム１００１に連結するほか、必要により、第二駆動シ
ステム１００２に連結し、または独立に設置する。
【０２３９】
　図３６に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、主動回転動力源１００により、第一発電電機ユニット１０１を稼働し、発
電機機能として稼働し、その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは
二つ以上の第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動
して、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０２４０】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０２４１】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置
１０６充電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特
定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２４２】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２４３】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２第二発電
電機ユニット１０３を駆動し、生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０２４４】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　図３７に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
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テムブロック概略図の４である。図３８に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に
前置駆動ユニットを設けるシステムブロック概略図の５、図３７および図３８に示す実施
例において、第一発電電機ユニット１０１回転部と第二駆動システム１００２回転部の間
にクラッチ１３２を設け、その主な構成は、以下のとおりである。
【０２４５】
　主動回転動力源１００の出力端は、伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、およ
び選択により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、
前置駆動ユニット１０００を構成する。
　前述のクラッチ１０２０は、主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００に対応
する負荷１２０間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０２４６】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２４７】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、可図３７に示す、必要により、制御可能な多段式または無段変速、逆転、または
ニュトラルギア機能の変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示す、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギ
ア機能、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力
端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２４８】
　さらに、選択により、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１
の回転部、または選択により連結する変速ユニット１０９の回転部をクラッチ１３２の入
力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動ユニット１００２動力源の第二発電
電機ユニット１０３回転部に連結し、または第二駆動システム１００２、第二発電電機ユ
ニット１０３回転部と連結する差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニ
ット１０９二つの差動出力端は、対応する負荷１２０をそれぞれ連結し、クラッチ１３２
により、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態
を制御する。
【０２４９】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
、公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１
００２を構成する。
　第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３により駆動の変速ユニット１
０９は、図３７に示すとおり、必要により、制御可能な多段または無段変速、逆転、また
はニュトラルギアの変速ユニット１０９より構成し、対応する負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示すとおり、二軸またはそれ以上の差動稼働出力端の差動変速ユニッ
ト１０９より構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０の差動稼働を駆動する。
【０２５０】
　前述の主動回転動力源１００は、伝動ユニット１２９の出力端とクラッチ１３２の間に
設けるクラッチ１０２、および選択により設置する変速ユニット１０９、および第一発電
電機ユニット１０１およびクラッチ１３２、必要により、第一駆動システム１００１に連
結するほか、必要により、第二駆動システム１００２に連結し、または独立に設置する。
【０２５１】
　図３７および図３８に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
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ト１０００を駆動するほか、主動回転動力源１００により、第一発電電機ユニット１０１
を稼働し、発電機機能として稼働し、その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２
に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動し
て、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０２５２】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０２５３】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置
１０６充電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特
定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２５４】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
【０２５５】
　または充放電装置１０６電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発電
電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と合
わせて、負荷を駆動する。
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
【０２５６】
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し、第一駆動システム１００１と第二駆
動システム１００２間の回転動力伝送状態を制御する。
　図３９に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の６、図３９に示す実施例において、第一発電電機ユニット１０１回
転部と第二駆動システム１００２回転部の間に制御可能なクラッチ１３２を設け、その主
な構成は、以下のとおりである。
【０２５７】
　主動回転動力源１００の出力端は、伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、およ
び選択により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、
前置駆動ユニット１０００を構成する。
　前述のクラッチ１０２０は、主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００に対応
する負荷１２０間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０２５８】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２５９】
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　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２６０】
　さらに、選択により、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１
の回転部、または選択により連結する変速ユニット１０９の回転部をクラッチ１３２の入
力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動ユニット１００２動力源として、二
つの第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結するか、または選択により、第二駆動シ
ステム１００２の差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二
つの差動出力端は、二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し
、クラッチ１３２により、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回
転動力の伝送状態を制御する。
【０２６１】
　もし、前述の置駆動ユニット１０００または第二駆動システム１００２の負荷１２０は
二つ以上、かつ、互いに差動稼働するとき、前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２
０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１０９は、選択により、変速、逆転、また
はニュトラルギア変速ユニット機構を設けるか、または、さらに二軸またはそれ以上差動
稼働出力の変速ユニット構造より構成し、各差動出力端にそれぞれ連結する負荷１２０を
駆動し、差動稼働する。
【０２６２】
　第二駆動システム１００２は二つの第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択
により、それぞれ連結する公知変速ユニット１０９に連結し、各対応の負荷１２０を駆動
し、第二駆動システム１００２を構成する。
　第二駆動システム１００２に、差動変速ユニット１０９を設けて、クラッチ１３２によ
り駆動するとき、差動変速ユニット１０９二つの出力端は、二つまたは二つ以上第二発電
電機ユニット１０３の回転部にそれぞれ連結し、差動変速ユニット１０９は多段式または
無段変速、逆転、ニュトラルギアの制御機能のほか、二軸またはそれ以上差動稼働の出力
端を有し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２６３】
　前述の主動回転動力源１００は、伝動ユニット１２９の出力端とクラッチ１３２の間に
設けるクラッチ１０２、および第一発電電機ユニット１０１、および選択により設置する
変速ユニット１０９およびクラッチ１３２、必要により、第一駆動システム１００１に連
結するほか、第二駆動システム１００２に連結し、または独立に設置する。
【０２６４】
　図３９に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、その主な機能は、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電気を発生し発電機機能として稼働し、
その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、システムを直列式
混合動力システム機能として稼働する。
【０２６５】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
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【０２６６】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置
１０６充電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特
定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２６７】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２６８】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０２６９】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し、第一駆動システム１００１と第二駆
動システム１００２間の回転動力伝送状態を制御する。
【０２７０】
　図４０に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の７、図４１に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆
動ユニットを設けるシステムブロック概略図の８、図４０および図４１に示す実施例にお
いて、主動回転動力源１００の出力端の伝動ユニット１２９と第二駆動システム１００２
回転部の間に、御可能なクラッチ１３２を設ける。その主な構成は、以下のとおりである
。
【０２７１】
　主動回転動力源１００の出力端は伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、および
必要により設ける公知の変速ユニット１０９対応の負荷１２０を駆動し、前置駆動ユニッ
トを構成する。
　前述のクラッチ１０２０は、主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００に対応
する負荷１２０間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０２７２】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２７３】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、可図４０に示す、必要により、制御可能な多段式または無段変速、逆転、または
ニュトラルギア機能の変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示す、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギ
ア機能、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力
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端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２７４】
　さらに、選択により、第一駆動システム１００１に設ける主動回転動力源１００出力端
に連結する伝動ユニット１２９は、クラッチ１３２入力端に連結し、クラッチ１３２の出
力端は、第二駆動システム１００２動力源の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結
するか、または選択により、第二駆動システム１００２に設けて、第二発電電機ユニット
１０３回転部と連結する差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１
０９二つの差動出力端は、対応の負荷１２０にそれぞれ連結し、クラッチ１３２により、
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送状態を制御す
る。
【０２７５】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択により
、公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１
００２を構成する。
　第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニット１０３により駆動の変速ユニット１
０９は、図４０に示すとおり、必要により、制御可能な多段または無段変速、逆転、また
はニュトラルギアの変速ユニット１０９より構成し、対応する負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示すとおり、二軸またはそれ以上の差動稼働出力端の差動変速ユニッ
ト１０９より構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０の差動稼働を駆動する。
【０２７６】
　前述の主動回転動力源１００は、伝動ユニット１２９の出力端に連結するクラッチ１０
２、および選択により設置する変速ユニット１０９、および第一発電電機ユニット１０１
、必要により、第一駆動システム１００１に連結するほか、第二駆動システム１００２に
連結し、または独立に設置する。
【０２７７】
　図４０および図４１に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
ト１０００を駆動するほか、主な稼動機能は、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼動し、発電出力の電気エネルギーは第二
駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し
、負荷１２０を駆動して、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０２７８】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０２７９】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０２８０】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２８１】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
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電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０２８２】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０２８３】
　図４２に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の９、図４２に示す実施例において、主動回転動力源１００出力端に
連結する伝動ユニット１２９と第二駆動システム１００２回転部の間に、制御可能なクラ
ッチ１３２を設ける。その主な構成は、以下のとおりである。
【０２８４】
　主動回転動力源１００の出力端は、伝動ユニット１２９、補助クラッチ１０２０、およ
び必要により設ける公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前
置駆動ユニット１０００を構成する。
　前述のクラッチ１０２０は、主動回転動力源１００と前置駆動ユニット１０００に対応
する負荷１２０間の回転動力の伝送状態を制御する。
【０２８５】
　主動回転動力源１００は多軸出力のとき、前置駆動ユニット１０００は主動回転動力源
１００他の出力端に設置しても良い。
　さらに、主動回転動力源１００の同一出力端または異なる出力端において、選択により
、クラッチ１０２および変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１を駆動
し、前置駆動ユニット１０００と合わせて、第一駆動システム１００１を構成する。
【０２８６】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２８７】
　さらに、選択により、第一駆動システム１００１に設ける第一発電電機ユニット１０１
の回転部、または選択により連結する変速ユニット１０９の回転部をクラッチ１３２の入
力端に連結し、クラッチ１３２の出力端は、第二駆動ユニット１００２動力源として、二
つの第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結するか、または選択により、第二駆動シ
ステム１００２の差動変速ユニット１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二
つの差動出力端は、二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し
、クラッチ１３２により、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回
転動力の伝送状態を制御する。
【０２８８】
　もし、前述の置駆動ユニット１０００または第二駆動システム１００２の負荷１２０は
二つ以上、かつ、互いに差動稼働するとき、前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２
０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１０９は、選択により、変速、逆転、また
はニュトラルギア変速ユニット機構を設けるか、または、さらに二軸またはそれ以上差動
稼働出力の変速ユニット構造より構成し、各差動出力端にそれぞれ連結する負荷１２０を
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駆動し、差動稼働する。
【０２８９】
　第二駆動システム１００２は二つの第二発電電機ユニット１０３を動力源として、選択
により、それぞれ連結する公知変速ユニット１０９に連結し、各対応の負荷１２０を駆動
し、第二駆動システム１００２を構成する。
　第二駆動システム１００２に差動変速ユニット１０９を設けて、クラッチ１３２により
駆動するとき、差動変速ユニット１０９二つの出力端は、二つまたは二つ以上第二発電電
機ユニット１０３の回転部にそれぞれ連結し、差動変速ユニット１０９は多段式または無
段変速、逆転、ニュトラルギアの制御機能のほか、二軸またはそれ以上差動稼働の出力端
を有し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２９０】
　前述の主動回転動力源１００は、伝動ユニット１２９の出力端に連結するクラッチ１０
２、および第一発電電機ユニット１０１、および選択により設置する変速ユニット１０９
、クラッチ１３２、必要により、第一駆動システム１００１に連結するほか、第二駆動シ
ステム１００２に連結し、または独立に設置する。
【０２９１】
　図４２に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、その主な機能は、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電気を発生し発電機機能として稼働し、
その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、システムを直列式
混合動力システム機能として稼働する。
【０２９２】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０２９３】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０２９４】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０２９５】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは、第二駆動システム１００２の第二発電電
機ユニット１０３に単独設置し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発電
電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と合
わせて、負荷１２０を駆動する。
【０２９６】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動



(54) JP 6208809 B2 2017.10.4

10

20

30

40

50

システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０２９７】
　図４３に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１０、図４４に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置
駆動ユニットを設けるシステムブロック概略図の１１、図４３および図４４に示す実施例
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２より構成し、その第一駆動システ
ム１００１の構造は、主動回転動力源１００出力軸を増設の伝動ユニット１２９に連結し
てから、補助クラッチ１０２０および選択により設置する公知の変速ユニット１０９に連
結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置駆動ユニット１０００を構成し、主動回転動力源
１００と合わせて第一駆動システム１００１を構成する。
【０２９８】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、可図４３に示す、必要により、制御可能な多段式または無段変速、逆転、または
ニュトラルギア機能の変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示す、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギ
ア機能、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力
端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０２９９】
　伝動ユニット１２９もう一つの出力端は、遊星ギアセット８０１の遊星ギア８０３を駆
動し、第一発電電機ユニット１０１の回転部は、遊星ギアセット８０１の太陽歯車８０２
に連結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部と静部との間は、制御ユニット１０４の
制御により、選択により、電動機機能として稼働し回転動力を出力するか、または発電機
機能として、外部に電気エネルギーを出力するときダンパー機能を生成し、ダンパーの働
きにより、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力し、または制
御ユニット１０４を制御し、第一発電電機ユニット１０１の静部と回転部間に電磁ロック
を機能し、電磁ロック機能は、選択によりブレーキ９０２に代わることができる。第一発
電電機ユニット１０１回転部はブレーキ９０２回転側に連結し、ブレーキ９０２の静止側
は機体または第一発電電機ユニット１０１の静部に固定し、第一発電電機ユニット１０１
をロックし、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力する。
【０３００】
　さらに、選択により、ブレーキ９０１を設け、システムは主動回転動力源１００より、
第一発電電機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼働し、前述遊星ギアセット８
０１の外周歯車８０４はクラッチ１３２の入力端およびブレーキ９０１の回転側に連結し
、ブレーキ９０１静止側は機体に固定し、クラッチ１３２の他端は第二駆動システム１０
０２第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結するか、または選択により、第二駆動シ
ステム１００２に設ける変速ユニット１０９の入力端者に連結し、選択により設置するク
ラッチ１３２は、第一駆動ユニット１００１と第二駆動ユニット１００２間の回転動力伝
送を制御する。クラッチ１３２およびブレーキ９０１は単独に設けるか、または一体化し
た共同構造とする。
【０３０１】
　第二駆動ユニット１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、図４３に示
すとおり、選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置に連結し、一つ
または一つ以上の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。または図
４４に示す、依需要選擇第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユニット１０９
の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二つの差動出力端に連結し、各対応の負荷１
２０を駆動し、第二駆動ユニット１００２を構成する。
【０３０２】
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　前述の遊星ギアセット８０１、第一発電電機ユニット１０１、ブレーキ９０２、ブレー
キ９０１およびクラッチ１３２は、構造の必要により、第一駆動システム１００１に連結
するか、または第二駆動システム１００２に連結し、または独立に設置する。
　図４３および図４４に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
ト１０００を駆動するほか、主な稼動機能は、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼動し、発電出力の電気エネルギーは第二
駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し
、負荷１２０を駆動して、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０３０３】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３０４】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３０５】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３０６】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３０７】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３０８】
　図４５に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１２、図４５に示す実施例第一駆動システム１００１と第二駆動シ
ステム１００２より構成し、その第一駆動システム１００１の構造は、主動回転動力源１
００出力軸を増設の伝動ユニット１２９に連結してから、補助クラッチ１０２０および選
択により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置
駆動ユニット１０００を構成し、主動回転動力源１００と合わせて第一駆動システム１０
０１を構成する。
【０３０９】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
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０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０３１０】
　伝動ユニット１２９もう一つの出力端は、遊星ギアセット８０１の遊星ギア８０３を駆
動し、第一発電電機ユニット１０１の回転部は、遊星ギアセット８０１の太陽歯車８０２
に連結し、第一発電電機ユニット１０１の回転部と静部との間は、制御ユニット１０４の
制御により、選択により、電動機機能として稼働し回転動力を出力するか、または発電機
機能として、外部に電気エネルギーを出力するときダンパー機能を生成し、ダンパーの働
きにより、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力し、または制
御ユニット１０４を制御し、第一発電電機ユニット１０１の静部と回転部間に電磁ロック
を機能し、電磁ロック機能は、選択によりブレーキ９０２に代わることができる。第一発
電電機ユニット１０１回転部はブレーキ９０２回転側に連結し、ブレーキ９０２の静止側
は機体または第一発電電機ユニット１０１の静部に固定し、第一発電電機ユニット１０１
をロックし、主動回転動力源１００の回転動力は外周歯車８０４を介して出力する。
【０３１１】
　さらに、選択により、ブレーキ９０１を設け、システムは主動回転動力源１００より、
第一発電電機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼働し、前述遊星ギアセット８
０１の外周歯車８０４により、クラッチ１１２の入力端およびブレーキ９０１の回転側に
連結し、ブレーキ９０１静止側は機体に固定し、クラッチ１３２の他端は、第二駆動シス
テム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、合
わせて連結する差動変速ユニット１０９の入力端に連結する。選択により設置するクラッ
チ１３２は、第一駆動ユニット１００１と第二駆動ユニット１００２間の回転動力伝送を
制御する。クラッチ１３２およびブレーキ９０１は単独に設けるか、または一体化した共
同構造とする。
【０３１２】
　第二駆動システム１００２二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３は動力源
として、それぞれ選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置を介して
、各連結の負荷１２０をそれぞれに駆動する。前述の構造により、第二駆動システム１０
０２を構成する。
【０３１３】
　前述の遊星ギアセット８０１、第一発電電機ユニット１０１、ブレーキ９０２、ブレー
キ９０１およびクラッチ１３２は、構造の必要により、第一駆動システム１００１に連結
するか、または第二駆動システム１００２に連結し、または独立に設置する。
　図４５に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、その主な機能は、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電気を発生し発電機機能として稼働し、
その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、システムを直列式
混合動力システム機能として稼働する。
【０３１４】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３１５】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
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電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３１６】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３１７】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは、第二駆動システム１００２の第二発電電
機ユニット１０３に単独設置し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３１８】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３１９】
　図４６に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１３、図４７に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置
駆動ユニットを設けるシステムブロック概略図の１４、図４６および図４７に示す実施例
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２より構成し、主動回転動力源１０
０出力軸を増設の伝動ユニット１２９に連結してから、補助クラッチ１０２０および選択
により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置駆
動ユニット１０００を構成し、主動回転動力源１００と合わせて第一駆動システム１００
１を構成する。
【０３２０】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、可図４６に示す、必要により、制御可能な多段式または無段変速、逆転、または
ニュトラルギア機能の変速ユニット１０９より構成し、対応の負荷１２０を駆動する。ま
たはさらに図３８に示す、制御可能な多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギ
ア機能、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９より構成し、各差動出力
端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０３２１】
　システムは三つの出力入端の回転歯車セット１０３０を設け、第一出力入端５０１は第
一出入力ギアセット５１１、および増設の伝動ユニット１２９の他端に連結し、第二出力
入端５０２は第一発電電機ユニット１０１およびブレーキ９０２、第二出入力ギアセット
５１２に連結し、第一出入力ギアセット５１１および第二出入力ギアセット５１２は、差
動歯車セット５１３０に連結し、旋回アーム５１３１により、出力歯車セット５１３２お
よび第三出入力ギアセット５１３を牽引し、第三出入力ギアセット５１３より、第三出力
入端５０３および連結するブレーキ９０１の回転部およびクラッチ１３２の入力端に連結
する。ブレーキ９０１静止側は機体に固定し、クラッチ１３２の他端は第二駆動システム
１００２第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結するか、または選択により、第二駆
動システム１００２に設ける変速ユニット１０９の入力端者に連結し、選択により設置す
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るクラッチ１３２は、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動
力伝送を制御する。クラッチ１３２およびブレーキ９０１は単独に設けるか、または一体
化した共同構造とする。
【０３２２】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、図４６に示
すとおり、選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置、一つまたは一
つ以上の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。または図４７に示
すとおり、選択により設置する第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユニット
１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二つの差動出力端に連結し、各対応の
負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
【０３２３】
　前述の回転歯車セット１０３０、第一発電電機ユニット１０１、ブレーキ９０２、ブレ
ーキ９０１、クラッチ１３２、構造の必要により、第一駆動システム１００１に連結する
か、または第二駆動システム１００２に結合するかまたは独立に設置する。
　図４６および図４４に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
ト１０００を駆動するほか、主な稼動機能は、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼動し、発電出力の電気エネルギーは第二
駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し
、負荷１２０を駆動して、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０３２４】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３２５】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３２６】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３２７】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３２８】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３２９】
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　図４８に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１５、図４８に示す実施例第一駆動システム１００１と第二駆動シ
ステム１００２より構成し、主動回転動力源１００出力軸を増設の伝動ユニット１２９に
連結してから、補助クラッチ１０２０および選択により設置する公知の変速ユニット１０
９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置駆動ユニット１０００を構成し、主動回転
動力源１００と合わせて第一駆動システム１００１を構成する。
【０３３０】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０３３１】
　システムは三つの出力入端の回転歯車セット１０３０を設け、第一出力入端５０１は第
一出入力ギアセット５１１、および増設の伝動装置１２９の他端に連結し、第二出力入端
５０２は第一発電電機ユニット１０１およびブレーキ９０２、第二出入力ギアセット５１
２に連結し、第一出入力ギアセット５１１および第二出入力ギアセット５１２は、差動歯
車セット５１３０に連結し、旋回アーム５１３１により、出力歯車セット５１３２および
第三出入力ギアセット５１３を牽引し、第三出入力ギアセット５１３により、第三出力入
端５０３および連結するブレーキ９０１およびクラッチ１３２入力端に連結する。ブレー
キ９０１静止側は機体に固定し、クラッチ１３２の他端は、第二駆動システム１００２の
二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、合わせて連結する
差動変速ユニット１０９の入力端に連結する。選択により設置するクラッチ１３２は、第
一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力伝送を制御する。クラ
ッチ１３２およびブレーキ９０１は単独に設けるか、または一体化した共同構造とする。
【０３３２】
　第二駆動システム１００２二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３は動力源
として、それぞれ選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置を介して
、各連結の負荷１２０をそれぞれに駆動する。前述の構造により、第二駆動システム１０
０２を構成する。
【０３３３】
　前述の回転歯車セット１０３０、第一発電電機ユニット１０１、ブレーキ９０２、ブレ
ーキ９０１、クラッチ１３２、構造の必要により、第一駆動システム１００１に連結する
か、または第二駆動システム１００２に結合するかまたは独立に設置する。
　図４８に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、その主な機能は、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電気を発生し発電機機能として稼働し、
その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、システムを直列式
混合動力システム機能として稼働する。
【０３３４】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３３５】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
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電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３３６】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３３７】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは、第二駆動システム１００２の第二発電電
機ユニット１０３に単独設置し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３３８】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３３９】
　図４９に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１６、図５０に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置
駆動ユニットを設けるシステムブロック概略図の１７、図４９および図５０に示す実施例
第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２より構成し、主動回転動力源１０
０出力軸を増設の伝動ユニット１２９に連結してから、補助クラッチ１０２０および選択
により設置する公知の変速ユニット１０９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置駆
動ユニット１０００を構成し、主動回転動力源１００と合わせて第一駆動システム１００
１を構成する。
【０３４０】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０３４１】
　伝動ユニット１２９もう一つの出力端は選択により設けるクラッチ１０２および変速ユ
ニット１０９を駆動し、第一発電電機ユニット１０１の回転部を駆動する。第一駆動シス
テム１００１に二動力式発電電機ユニット１０４０を設け、二動力式発電電機ユニット１
０４０は交流または直流、ブラシレスまたはブラシ付き、同期または非同期の二動力式電
機より構成し、円筒状または皿状または円錐体構造にしても良い。その構成は、第一回転
部１０４１および第二回転部１０４２を含まれる。第一回転部１０４１と第二回転部１０
４２の間に、クラッチ１２２制御装置を設け、第一回転部１０４１はブレーキ９０１の回
転部に連結した上、クラッチ１１２を介して第一発電電機ユニット１０１の回転部に連結
する。ブレーキ９０１の静止側は機体に固定し、二動力式発電電機ユニット１０４０の第
二回転部１０４２は、クラッチ１３２入力端に連結する。クラッチ１３２の他端は第二駆
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動システム１００２第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結するか、または選択によ
り、第二駆動システム１００２に設ける変速ユニット１０９の入力端者に連結し、選択に
より設置するクラッチ１３２は、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２
間の回転動力の伝送を制御する。
【０３４２】
　第二駆動システム１００２は第二発電電機ユニット１０３を動力源として、図４９に示
すとおり、選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置、一つまたは一
つ以上の負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。または図４７に示
すとおり、選択により設置する第二発電電機ユニット１０３の回転部を差動変速ユニット
１０９の入力端に連結し、差動変速ユニット１０９二つの差動出力端に連結し、各対応の
負荷１２０を駆動し、第二駆動システム１００２を構成する。
【０３４３】
　前述のクラッチ１０２、変速ユニット１０９、第一発電電機ユニット１０１、クラッチ
１１２、ブレーキ９０１、二動力式発電電機ユニット１０４０、クラッチ１２２、クラッ
チ１３２は、構造により、第一駆動システム１００１、または第二駆動システム１００２
に結合するかまたは独立に設置する。
【０３４４】
　図４９および図５０に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニッ
ト１０００を駆動するほか、主な稼動機能は、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動し、発電機機能として稼動し、発電出力の電気エネルギーは第二
駆動システム１００２に設ける第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し
、負荷１２０を駆動して、システムを直列式混合動力システム機能として稼働する。
【０３４５】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３４６】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３４７】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３４８】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーより、第二駆動システム１００２に設ける第
二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３４９】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
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システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３５０】
　図５１に示すものは、本発明主動回転動力源の出力端に前置駆動ユニットを設けるシス
テムブロック概略図の１８、図５１に示す実施例第一駆動システム１００１と第二駆動シ
ステム１００２より構成し、主動回転動力源１００出力軸を増設の伝動ユニット１２９に
連結してから、補助クラッチ１０２０および選択により設置する公知の変速ユニット１０
９に連結し、対応の負荷１２０を駆動し、前置駆動ユニット１０００を構成し、主動回転
動力源１００と合わせて第一駆動システム１００１を構成する。
【０３５１】
　前述の前置駆動ユニット１０００のクラッチ１０２０の入力端は、主動回転動力源１０
０より駆動する伝動ユニット１２９の出力端に連結するか、または主動回転動力源１００
他の出力端に連結する。クラッチ１０２０と負荷１２０との間に連結する変速ユニット１
０９は、選択により、多段式または無段変速、逆転、またはニュトラルギア機能を制御す
る変速ユニット１０９より構成し、さらに、多段式または無段変速、逆転、またはニュト
ラルギア機能を制御するほか、二軸またはそれ以上差動稼働出力の変速ユニット１０９よ
り構成し、各差動出力端に対応する負荷１２０を駆動し、差動稼働する。
【０３５２】
　伝動ユニット１２９もう一つの出力端は選択により設けるクラッチ１０２および変速ユ
ニット１０９を駆動し、第一発電電機ユニット１０１の回転部を駆動する。第一駆動シス
テム１００１に二動力式発電電機ユニット１０４０を設け、二動力式発電電機ユニット１
０４０は交流または直流、ブラシレスまたはブラシ付き、同期または非同期の二動力式電
機より構成し、円筒状または皿状または円錐体構造にしても良い。その構成は、第一回転
部１０４１および第二回転部１０４２を含まれる。第一回転部１０４１と第二回転部１０
４２の間に、クラッチ１２２制御装置を設け、第一回転部１０４１はブレーキ９０１の回
転部に連結した上、クラッチ１１２を介して第一発電電機ユニット１０１の回転部に連結
する。ブレーキ９０１の靜止側固鎖於機離、二動力式発電電機ユニット１０４０の第二回
転部１０４２側のクラッチ１３２の入力端、クラッチ１３２の他端は、第二駆動システム
１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３の回転部に連結し、合わせ
て連結する差動変速ユニット１０９の入力端に連結する。選択により設置するクラッチ１
３２は、第一駆動システム１００１と第二駆動システム１００２間の回転動力の伝送を制
御する。
【０３５３】
　第二駆動システム１００２二つまたは二つ以上の第二発電電機ユニット１０３は動力源
として、それぞれ選択により設置する変速ユニット１０９またはその他伝動装置を介して
、各連結の負荷１２０をそれぞれに駆動する。前述の構造により、第二駆動システム１０
０２を構成する。
【０３５４】
　前述のクラッチ１０２、変速ユニット１０９、第一発電電機ユニット１０１、クラッチ
１１２、ブレーキ９０１、二動力式発電電機ユニット１０４０、クラッチ１２２、クラッ
チ１３２は、構造により、第一駆動システム１００１、または第二駆動システム１００２
に結合するかまたは独立に設置する。
【０３５５】
　図５１に示すシステムにおいて、主動回転動力源１００は前置駆動ユニット１０００を
駆動するほか、その主な機能は、クラッチ１３２を切り離すとき、主動回転動力源１００
により、第一発電電機ユニット１０１を駆動し、電気を発生し発電機機能として稼働し、
その発電エネルギーは、第二駆動システム１００２の二つまたは二つ以上の第二発電電機
ユニット１０３を駆動し、回転動力を生成し、負荷１２０を駆動して、システムを直列式
混合動力システム機能として稼働する。
【０３５６】
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　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００により、第一発電電
機ユニット１０１を駆動して、発電機として稼動し、その発電エネルギーは充放電装置１
０６を充電するか、またはその他電気エネルギーにより駆動する負荷１３０（外付けの不
特定の負荷を含む）に電気供給するほか、第二駆動システム１００２の第二発電電機ユニ
ット１０３を駆動し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
【０３５７】
　システムに充放電装置１０６を設けるとき、主動回転動力源１００より駆動の第一発電
電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーは、充放電装置１０６充
電するか、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３０（外付けの不特定の負荷
を含む）に電気供給する。
【０３５８】
　または第一発電電機ユニット１０１は発電機として稼動し、その発電エネルギーと充放
電装置１０６の電気エネルギーを合わせて第二発電電機ユニット１０３を駆動し、回転動
力を生成して、負荷１２０を駆動し、またはその他電気エネルギーより駆動する負荷１３
０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供給する。
【０３５９】
　または充放電装置１０６の電気エネルギーは、第二駆動システム１００２の第二発電電
機ユニット１０３に単独設置し、回転動力を生成し負荷１２０を駆動する。
　または充放電装置１０６の電気エネルギーにより、第二駆動システム１００２の第二発
電電機ユニット１０３を駆動し生成する回転動力は、主動回転動力源１００の回転動力と
合わせて、負荷を駆動する。
【０３６０】
　または第一発電電機ユニット１０１、あるいは第二発電電機ユニット１０３がブレーキ
制動により、生成する回生発電エネルギーにより、充放電装置１０６を充電するか、また
はその他電気エネルギーより駆動の負荷１３０（外付けの不特定の負荷を含む）に電気供
給する。
　またはクラッチ１３２の切り離すと閉鎖を制御し第一駆動システム１００１と第二駆動
システム１００２の間回転動力の伝送状態を制御し、前述の機能１～８０の機能を稼動す
る。
【０３６１】
　前述図１～５１に示す直列／並列式混合二動力駆動システムの分離式の各種実施例は、
前述の機能１～８０の全部または一部機能を設けることができる。システムに複数の第二
駆動システム１００２を設けるとき、各第二駆動システム１００２の間に、応用の必要に
より、クラッチ１３２を設けて、回転動力の伝送を制御する。前述のクラッチ１３２は人
力、または機力、または遠心力、または気圧、または油圧の流動力、または電磁力などに
制御可能なクラッチ、一方向クラッチ（single way clutch）を設け、伝送または中断制
御を行い、機械回転動力の伝送装置を構成し、クラッチ１３２閉鎖のとき、両端の駆動ユ
ニットに連結し、切り離すとき、両端の駆動ユニットはそれぞれ稼動できる。さらに、こ
の分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、システムの必要により、一つまたは一つ
以上の第一駆動システム１００１を設けるほか、一つまたは一つ以上の第二駆動システム
１００２を設ける。
【０３６２】
　さらに、第一発電電機ユニット１０１を取り外し、または第二発電電機ユニット１０３
は稼動しないときの摩擦ロスについて、本発明分離式直列／並列混合二動力駆動システム
の各種システム応用例の構造において、公知技術のように、第一発電電機ユニット１０１
または第二発電電機ユニット１０３を設けるとき、電機回転軸とエンジンより駆動の回転
軸の間に、クラッチ１０２、１１２、１２２または１３２をおよび伝動装置１１９、また
は伝動ユニット１２９、または変速ユニット１０９を設け、第一発電電機ユニット１０１
または第二発電電機ユニット１０３稼動しないときに、クラッチ１０２、１１２、１２２
または１３２を切り離しておく、第一発電電機ユニット１０１または第二発電電機ユニッ
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ト１０３を牽引させない、システムの駆動稼動を妨げない。
【０３６３】
　以上に説明したとおり、この分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、制御可能な
システムにより直列式混合動力駆動として稼動し、または並列式混合動力稼動の二動力駆
動機能、個別に独立する第一駆動システム、第二駆動システム二システムの間の直列式混
合動力駆動として稼動、または並列式の混合動力駆動として稼動、さらに、制御可能なク
ラッチを設け、二ユニットの間回転動力互いに伝送を制御し、システム形態をより多くの
駆動特性を持たせて、負荷の需要に対応する。
【０３６４】
　この分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、市内走行など低パワー出力のとき、
より適切な正味燃料消費率（Brake Specific Fuel Consumption）BSFC状態に制御するこ
とにより、内燃エンジンの低速または軽い負荷ときの効率低いと汚染が高い欠点を解決で
きるため、創意が新しく、機能も確実のため、ここにて、特許いただきたくようお願いす
る。
【０３６５】
　常時負荷のとき、エンジンより出力する回転動力は、伝動装置により第一駆動システム
を単独に駆動し、またはクラッチの制御により第二駆動システムを単独に駆動、またはク
ラッチの制御により第一および第二駆動システムの負荷を同時に駆動する。
　この分離式直列／並列混合二動力駆動システムは、必要に応じて、さらに充放電装置の
設置しないことを選択できる。システムは充放電装置を設けるとき、その主な機能は、以
下のとおりである。
【０３６６】
　充放電装置の電気エネルギーにより、第一駆動システムに設ける第一発電電機ユニット
を駆動し、電動機機能として稼動し、または第一駆動システムまたは第二駆動システムに
設ける第二発電電機ユニットを駆動し、電動機機能として稼動し回転動力を出力し負荷を
駆動する。
　軽い負荷のとき、エンジンより出力する回転動力は負荷を直列駆動するほか、第一駆動
システムに設ける第一発電電機ユニット、および第一駆動システムまたは第二駆動システ
ムに設ける第二発電電機ユニットの全部、またはその一部の発電電機ユニットを駆動し、
発電機として稼動し、発電エネルギーは充放電装置充電またはその他電気エネルギーを使
用する負荷に電気供給する。
【０３６７】
　常時負荷のとき、エンジンより出力する回転動力は、伝動装置を介して第一駆動システ
ムを単独に駆動するか、または第二駆動システムを単独に駆動し、または第一および第二
駆動システムの負荷を同時に駆動する。
　重い負荷のとき、充放電装置の電気エネルギーにより、第一駆動システムに設ける第一
発電電機ユニット、および第一または第二駆動システムに設ける第二発電電機ユニットの
全部、またはその一部の発電電機ユニットを駆動し電動機機能として稼動し、とエンジン
動力と合わせて負荷を駆動し、並列式混合動力システムとして稼動する。
【符号の説明】
【０３６８】
　１００　主動回転動力源、１０１　第一発電電機ユニット、１０２、１１２、１２２、
１３２　クラッチ、１０３　第二発電電機ユニット、１０４　駆動制御ユニット、１０５
　中央制御ユニット、１０６　充放電装置、１０７　制御インターフェス、１０９　速度
変換ユニット、１１０　速度変換ユニット、１１１　起動スイッチ、１１９　伝動装置、
１２０　負荷、１２１　起動モータ、１２９　伝動ユニット、１３０　その他電気エネル
ギーによる負荷、５０１　第一出入力端、５０２　第二出入力端、５０３　第三出入力端
、５１１　第一出入力ギアセット、５１２　第二出入力ギアセット、５１３　第三出入力
ギアセット、８０１　遊星ギアセット、８０２　太陽歯車、８０３　ベベルギア、８０４
　外周歯車、９０１、９０２　ブレーキ、１０００　前部ドライブユニット、１００１　
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